
S0043 断面 （南から） SD048 断面 （北から）

5D044ベルト a-a' 断面 （北から） 5D044ベルト b-b' 断面 （北から）

S0045 断面 （北から） SK237 遺構内完掘状況 （南から）

SEOOS 断面 （西から）

図版26 IX地区の遺構3 (6地点）
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b遺構内出土遺物

近世～近代の遺構内出士遺物について、今報告では地区別にまとめて報告する。

VII地区

遺構内からは合計 11,376点の遺物が出土した。主な遺物として、中国 ・タイ・本土産陶磁器、沖

縄産陶器、 土器、石器、石製品、銭貨、青銅製品、鉄製品、瓦、ガラス製品等が出土しており、最も

多いのは沖縄産陶器である。陶磁器に関しては、近世～近代のものが主体である。ここでは代表的な

125点について阿化し、個々の所見は遺物観察表 （第7表）でまとめる。また、 全体の遺物出士状況

については第 18表にまとめ、 付展の CD-ROM内に所収した。

第7表遺構出土遺物観察一覧 (VII地区） a 

挿図番号
法量(cm)

図版番号
種類 器腫 分類 部位

ロ径 底径 器高
観撰事項 地区 出土地 区画

（長輪） （短軸） 償さ）

外面胴下部まで緑輪を崖釉。内面は口緑部下部に白輪を崖釉。

I 
近代

急須 ロ～底部 11.0 9.4 15.3 
ロ絃部は露胎。釉剥ぎ。素地は灰白色で緻密。黒色拉を含む。

VI 
SD002 区i!i

本埠隕器 外面に白色で圏線、波状文、花文等。モルクル質物により把手 埋土 26・27 
補修し、紐通し穿孔

沖縄産
内外面に白化霰＋透明輪を単掛け．内底は蛇の目状に軸剥ぎ．

SD002 区画
2 

薦釉陶芦
婉 ロ～底部 13 2 6.0 6.2 畳付にアルミナを塗付。内底に目跡あり（アルミナ付着）．素地は 11 

埋土 26・27 
灰色。

沖縄産
内外面に白化粧＋透朗輪を単掛It,内底は蛇の目状に軸倒ぎ．

SD002 区両
3 

鮨釉隅器
碗 ロ～底部 13.2 6.0 6,8 畳付にアルミナを塗付。内底に目跡あり（アルミナ付着）．素地は II 

埋士 26・27 
淡黄色。外面に呉須と褐釉で花文．

沖縄産 内外面にアにル白ミ化ナ粧を十塗透付明。軸内底を単に掛目け跡．あ内り底（アはル蛇ミナの付目状に軸剥ぎ． SD002 区画
4 

施釉陶器
碗 ロ～底部 13 8 6.2 6.5 畳付 着）．素地は 11 

埋土 26・27 
淡黄色・内外面に呉須で菊花文．

沖縄産
内外面に白化鼈＋透明軸を単掛It,内底は蛇の目状に釉剥ぎ．

SD002 区面
5 婉 ロ～底箭i 13 25 5.3 6.1 畳付にアルミナを塗付。内底に1l跡あり（アI~ナ付着）．案地は 11 

崖釉陶器
橙色．呉須で外面に巴文、内面に菊花文．

埋士 26・27 

6 
沖縄産

小婉 ロ～底部 70 34 4 85 
直口口紐。畳付は露胎．素地は淡黄色0外面に呉須で花文。外 11 SD002 区画

第77図 施釉陶器 面口緑部下部1:.11下部に匿線． 埋士 26・27 
図版27

7 白1l! 水注 胴邪 注口部。素地は灰白色で緻密。外面に細かい貫入が見られる。 VI 
SD003 区酉

埋土 26・27 

8 白磁 小碗 o-底部 8.1 3.4 4.4 
型形。外反口縁。口柑部は軸剥ぎ。畳付及び外底は露胎。素

VI 
SD003 区画

地は白色で緻密。畳付に砂粒が付着。徳化窯産． 埋士 26・27 

， 染付 ,1ヽ疏 底部 3.6 内底は蛇の目状に軸剥ぎ。畳f寸は露胎．棄地は灰白色で緻密．
VI 

SDOOJ 区両
繹かい貫入が凡られる。福達・広東系． 堰土 26・27 

沖縄産
内外面に白化粧＋透明軸を単掛け．内底は蛇の日状の輪剥ぎ．

SD005 10 
崖釉陶器

碗 ロ～底部 14 0 6.2 6.8 畳付にアルミナを塗付。内底に目跡あり（アルミナ付着）．崇地は 11 
埋士

区面29
灰黄色。外面に呉須と褐軸で花文3つ。

II 
沖縄殺

瓶 底部 6.7 
外面及び内面頸部途中黒軸を施釉。外面高台際から外底まで

＂ 
5D005 

区面29
施釉陶器 霞胎。素地は淡黄色． 埋士

沖縄産
外面及び内面頸部途中まで白化粧十透明釉を鮨釉。畳付にア

SD005 12 
薦釉陶器

瓶 底部 15 ルミナを塗付．素蛇は灰白色外面に兵須と褐釉で運文．頸部 11 
埋士

区画29
に2条の沈線と獣形の把手．

13 
沖縄殺

高足杯 ロ～底部 4.8 2.8 4.55 
内外面に白化粧＋透明軸を単揖It。底部は平底で露胎．素地

VI 
SDOOS 

区画29
施釉陶器 は淡黄色っ 埋土

lヽ' 石器 膚石
阻石の破片。表面、側面に敲打痕及び序面。重量47,05g.緑色

VI 
SD005 

区画29
岩． 埋土

15 石製品 硯 7.2 1.9 
表裏面に線条痕。陸邪に凹みあり。裏面左側に『王那覇〇太J、

VI 
SD005 

区画29
中央に「赤間関Jの刻字。重量358.3g.赤間関殺か。 坦土

第78図
図版27 ジュラルミン製ジーファー． 匙状カプ瞑20...:Jウ＇畏9~—` SD005 16 金属製品 冒 14 I 頸長23.0•、 竿長108.4... 類断面は日平六角形、竿断面は六 ~I 

埋士
区面29

角形。重量7.47g,

17 陶質土器 碗 底部 8.0 素地は灰白色。外面馴部に沈線。内外面ロクロナデ． VI 
SD012 

区画29
壊土
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第7表 遺構出土遺物観察一覧 (VII地区） b 

挿図番号
法量(cm)

図版蓄号
種類 器種 分類 部位

ロ径 底径 器高
戴察事項 地区 出土地 区画

（長軸） （短輪） ぽさ）

18 染付 碗 口紐部 12.0 
口緑部がわずかに外反する．素地は白色で鍬密．外面に文様、

11 
SD0l3 

区i!i29
内面に圏線。福建産。 壇土

19 岱付 ． ロ～底郎 15.2 76 30 外反口ほ．素地は灰白色で緻密．黒色拉を含む．畳付は露胎． 11 S0013 
区貨29

内外面に江花父。徳化窯度。 堰土

20 
東隋アジア産

壺 ロ騒fllJ 15.6 口紐部は肥厚する．素連は明赤褐色・石英 黒`色拉等を含む。 ¥1 SD0l3 
区i!i29

匹 壇土

21 本土産磁器 鉢 染付 ロ縁部 9.0 
秦地は白色で緻密．外面に鳩文と山水の文様．内面に鳴文．肥

11 
S0013 

区iili29
前産・ 埋土

22 本土殺
小腕 ロ～底郷 7 3 28 35 素地は灰白色で緻密．内外面に互文。内底に漏巻文． ¥1 SDOI3 

区i!i29
近現代磁器 壇土

沖縄産
内外面に白化粧＋透明釉を単讃11。内底は蛇の目状に釉剥ぎ．

SDOI3 
23 

施軸銅硲
碗 ロ～底部 14.3 66 69 畳付にアルミナを塗付．内底に目跡あり（アルミナ付着）。素連は 11 

壇士
区繭29

褐灰色～橙色．

24 
沖縄産

小碗 ロ～底部 8.4 3.8 4.1 
内外面に白化粧十透明釉を単讃It。内底は蛇の目状に釉剥ぎ．

11 
$D013 

区繭29
綸軸虞器 畳付にアルミナを塗付。素地は明黄褐色。外面面敗り。 壇土

沖縄送
内外面に白化粧＋透明釉を単讚11,内底は蛇の目状に釉剥ぎ． SDOI3 

25 
施釉綱器

小婉 ロ～庇部 8.0 3.4 4.0 畳付にアルミナを塗付。内庄に目跡あり（アルミナ付着）。素地は 11 
現土

区画29

第18図
灰色．

図版28
内外面に白化粧＋透明釉を単讃It,内底は蛇の1l状に軸剥ぎ．

沖縄衰 SD013 
26 

施釉麹岱
小碗 ロ～底部 7.85 3.8 3.8 昼付にアルミナを塗付．内底に目跡あり（アルミナ付着）。素地は 11 

壇士
区画29

灰白色外iiiに呉須と褐釉で文様3つ．

27 
沖縄産

小杯 ロ～底郎 49 21 22 
内外面に透明釉篤釉。外面嗣部下半から外妊にかけて露胎．素

11 
SD013 

区画29
施軸綱器 地は灰白色0 堰土

沖縄産
外面に黒釉＋冑白色の輪、内面に白化粧十透明輪を揖け分

S0013 
28 

誨釉隕器
鉢 ロ～底郎 22.4 94 8 I け．内底は蛇の目状に輪剥ぎ．畳付にアルミナを塗付。内底に 11 

堰土
区iili29

目跡あり（アルミナ付着）。素地は黄澄色。

29 
沖縄童

壺 ロ～底部 s.ss 69 12.9 
内外面に黒釉を単掛け．口ほ祁11袖剥ざ．外面胴部下半から外

11 
SDOI3 

区画29
施軸賢硲 底にかけて露胎．棄地は黄橙色。 壇士

30 
沖縄産

鉢 口棟部 胡.6 口紐部鼠は口逆唇「L郎J字上状面をに呈沈す線る．．崇地は明赤褐色．内面は●帽痕 ID 
SDOI3 

区画29
慧軸紺器 が明鼠 埋士

31 
沖縄産

慣鉢 ロ～庇部 勾.2 12.2 12.3 
口緑部は逆「LJ字状を旦する．素地は赤褐色疇内面に櫛目を施

11 
SDOl3 

区画29
儒軸虞器 す．口柑部上面に沈緯． 埋士

32 
沖縄産

壺 ロ縁部 11.7 nほ部は逆「LJ字状を呈する．素地は明赤褐色。内外面ともに 11 S0013 
区画29

慧軸虞器 饒鑢痕が明鰊。 視土

33 石製品 石盤 6,6 4.7 0.4 表裏面に線条痕。重量22.23g.粘板岩． ¥I 
SD0l3 

区画29
現土

34 染付 碗 ロ縁部
il[ロロ緑素地は白色で緻密．黒色粒を含む．外iiiに花文．褐 11 S0014 区画
建・広東系． 堰土 29・30 

35 円盤状製品 5.35 5.15 0,95 素材は沖縄殺焦釉廣器．重量37,64g. 11 
S0014 区節

第79図
現土 29・30 

図版28
沖縄殺 内外面に白化粧＋透明軸を単讃け。畳付にアルミナを塗付。素 5D015 区画

36 
扁軸馴器

小嗣 ロ～底郎 79 38 5 1 
地l'111!9色。内駐に紗粒≫(付着。外由面取り．

ID 
週土 29-30 

37 廣質土器 蓋 秦地は橙色。混入物に赤色泣を多く含む． 11 SDOI5 区嗣
壇土 29・30 

38 染付 • 口縁部 素地は白色で緻密．内面に文様あり。景飽鎮産． ¥I SD0l7 区画
堰土 27・30 

39 
沖縄産

壺 口騒部 15.2 n緑郭は逆「LJ字状。素地は靖祢褐色 II 
SD0l7 区画

撫釉綱器 埋土 27・30 

40 本土産陶器 火鉢 口!l:部 外面及び内面胴上部は施紬．内iliiロ緑部は霞胎．案地は淡黄 11 $D019 区涵

色で細かい． 壇土 27・30 

41 
沖縄殺

汗器 1]様部 5.0 
内外面に白化粧＋透明釉。素地は淡黄色。一部外面口縁部に

11 
SDOI9 区藪

施軸隕器 撼釉が掛かる。 壇士 27・30 
第79図
図版お 沖縄殺 外面に呉須と褐釉による文様。畳付は軸剥ぎ。内面は露胎。素 SDOI9 区面

42 
綸軸虞器

酒器 底郷 6.65 
地は淡貴色

11 
慢士 27・30 

沖縄産
外面及び外庇に白化粧＋透朋釉、内面に灰鼠畳付は露胎．

S0019 区画43 
施釉麹悶

瓶 口～底郎 7 3 76 16.8 素地は淡黄色。外面に兵須で文様。頸部に縦耳が渕がれた痕 II 
埋士 27・30 

跡が2か所みられる．

44 円盤状製品 1.5 7.0 I.I 素材は沖縄殺施輸鵞器．重量87.26g. II 
SDOl9 区画

墨土 27・30 

45 煙管 雁甘 9.1 青銅製。火凰径0.虻m。鍛造で側面に接合部。重量.14g. 11 SDOl9 区面
糧土 27・30 
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第7表遺構出土遺物観察一覧 (VII地区）C 

挿図番号
法量(cm)

図版番号
種類 器穣 分類 研1位

ロ径 底 径 器高
観察事項 地 区 出土地 区直

（長軸） （俎軸） 償さ）

46 染付 婉 ロ縁郎 12 6 外反口緑。素地は灰白色で緻密．黒色粒を含む。外iliiに庄花 VI SD020 区画
文、内面に圏線。徳化窯産。 埋土 28・31 

47 岱付 磁 底部 7.1 素地は灰白色で緻密。黒色粒を含む。外面に蓮弁文、内面に圏 I渭 SD020 区嗣
線。徳化窯殿 埋土 28・31 

第79図
48 色絵 婉 口舷部 12.8 外反口紐。素地は灰白色で緻密。外面に文楳あり。 VI SD020 区面

図版29 埋土 28・31 

49 染付 皿 色絵 底部 13 2 素地は白色で緻密．外面に唐広文、内面に文様あり。 11 
SD020 区嗣

埋士 28•31 

50 ＊土産磁器 院 染付 底祁 4.9 素地は灰白色で緻密．黒色泣を含む。畳付は露舶。外面に花弁 VI SD020 区画
文。肥前意。 埋土 28・31 

沖縄種
内外面に白化粧＋透明釉を単揖1ナ。内底は蛇の目状に釉刹ぎ。

SD020 区嗣
51 

崖釉陶器
腕 ロ～底部 13.8 6.8 6.45 畳付にアルミナを塗付。内底に目跡あり（アルミナ付着）。素地は VI 

堰土 28・31 
貨橙色外面に呉須で巴文．

52 
沖縄種

急 底部 10.4 内外面に黒軸を単掛け。外面馴部下半から畳付は露始。素蛇は ~1 SD020 区嗣
崖釉陶器 黄橙色． 埋士 28・31 

” 
沖縄産

袋物 底部 7.1 素地は橙色～明赤褐色疇内iiii籠纏痕朋諒。

＂ 
SD020 区嗣

焦釉閾器 埋士 28•31 

“ 
石製品 硯 I 1.85 6 25 I 55 ~1 SD020 区嗣

第so図 視土 28・31 
図版匹

55 円塁状製品 7.6 1.55 0.85 素材は沖縄産施釉潟器。重量93.24g。 VI SD020 区画

埋土 28・31 

56 円盤状製品 74 7.2 I 0 素材は沖縄産範釉隕器．重 量7880g. ~1 SD020 区画

埋土 28・31 

57 煙管 顧甘 4.6 青銅製。 火Jill欠損。 9トロ径o.~cm. 重量8.3g。 VI 50020 区画

埋土 28・31 

認 染付 漏 ロ緑部
外収口縁。索地は白色で鰍密。外面に）Ir~ 文、内面口縁瑯に躙 ~1 S0020・047 区11!11

線徳化窯産． SX043 I層 28•31 

59 煙管 雁甘 2.8 
瓦質雙品で柱状形。火皿径2.0~2.2crn、火1ll内径1.6cm、,1ヽ口

＼濯
S0045•020• 区緬

径0.1~0.釦皿重量2255g. 047 3層 28・31 

60 煙管 順甘 33 ，，銅製火JDl欠損。小口径1.0~1le叫重量5Olg. 内部に羅宇 VI S0045•020• 区面
残存． 047 14/11 28・31 

61 染付 羅 ロ緑郎 外反口緑疇素地は白色で織密．外面に文様あり。徳化窯産。 ~1 
5D021 

区li!ii31
埋士

62 色絵 Ill ロ緑部 外反口舷。素地11.!又白色で緻密。内面に文様あり。福建遅。

＂＇ 

S0021 
区画31

堰土

鉛 陶質士器 蓋 素地は浅貿橙色。混入物に微砂位を多く含む． ~1 SD02I 
区函31

埋士

“ 円塁状製品 4.8 4.6 1.5 素材は沖縄産慧釉潟器．重量39.0g., ＼層
SD02I 

区画31
訟図 埋土

図版30

65 白磁 碗 ロ緑郎 玉該口緑。素地は灰白色で殿硲． ¥II 
SD027 

区圃26
埋土

66 
沖縄殺

蓋
外面胴部及び内面に灰釉を誨釉。外面撮みから露胎。素地は灰

11 
SD027 

区函26
施釉銅器 白色・ 埋士

67 
沖縄唖

蓋 58 12 8 46 
内外面に褐軸を編輪内外面ともに胴下部から霞胎。素地は浅 ~1 SD027 

区li!ii26
施釉陶器 黄橙色。 埋士

人物立像で上半部は欠損．間後型合わせで中空．傭面に復合

邸 白磁 人形 4.2 
痕．素地は白色で緻密。外iiiに透明軸饉釉し外底及び内面は

~l S00四
区 画27

露胎。底面に差し込み孔2つ。小孔径l.Smm、大R径3.1mm.重 埋土
量40.92&,徳化窯産．

69 円盤状製品 6.35 6.4 1.3 素材は沖縄産愚釉潟器．重量78.74g. II 
SDOお

区 画27
埋土

70 土器 鍋
グスク

把手
縦耳部分。胎土は明貿渇色で泥質．混入物に滑石、砂粒、品色

~1 SD034 区画

石鍋撲倣 粒等を含む． 埋土 24・26 

71 白磁 疏 口紐部 玉絃口紐。素地は灰白色で緻密。 VI 
SD035 

区 画26
第 1図

埋土

図版30
口唇部で若干肥序す入胎士は灰褐色で泥質．混入物に砂粒、

72 土器 鍋 グスク ロ縁郎 ~1 SD035 
区函26

黒色粒を含む． 埋土

73 土器 深鉢 縄文 ロ縁部
肥口歎胎土は橙色～明披褐色で砂質．混人物に砂粒、黒

VI 
,LJO:it 

区 画26
色粒等を含む． 埋土
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第7表 遺構出土遺物観察一覧 (VII地区） d 

挿図醤g
法量(cm)

出土地 1 区 画図版番号
種類 器種 分類 部位

ロ径 底 径 器高
観察事項 地区

（長軸） （短軸） 償さ）

74 士器 深鉢 縄文 ロ緑郎
山形口ほ船土は1こぶい黄褐色～褐灰色で砂質．混入物に砂 ~I S0036 

区 西26
位、赤色粒等を多量に含む． 1層

75 白磁 小阪 底部 3.8 素地は白色で轍密。畳付,.砂粒が付着。徳9ヒ窯藪 ¥I S004S 区 嗣
哩土 28・3I 

76 陶質土岱 火炉 ロ緑部 14.9 素地は橙色内外面ロクロナデ。口緑内に突起。外面把手貼り ~I S0045 区i!ii
付け．内面に煤が付着． 埋土 28・31 

77 陶質土器 火炉 ロ緑部 14.6 ロは「し」字状に内湾．素地は橙色。内外面ロクロナデ．把手貼り 、1 S0045 区ilii

第81図
付け． 捜土 28・31 

図版30
S0048 

18 染付 碗 ロ緑郎 素地は灰白色で緻密．外面に文様あり．徳化窯産． 11 
埋土

区 画31

79 白磁 碗 ロ緑部 玉縁口紘。祟地は灰白色で顧密． 、1 S0049 
区 画31

梗土

80 石器 石斧 93 4.6 2邸
全面研窮．表面に敲打痕。刃郎刃こぽれ0重量16841g. 輝緑： 11 S0049 

区 画31
岩． 埋土

81 石器 聞石 9.7 6.25 5 05 全面に割面、側面に敲打痕．夏1量500.98g.緑色俎． ~I SD050 
堰土

82 陶質土器 蘊 7.4 素地は灰白色～褐灰色。 ¥I SD052 
哩土

83 カムイヤキ 壺 ロ緑部 給士は赤褐色。ナデ調整が施され入 ~I S0052 

第82図
還土

図版30
畳色付はを含露む胎。．内庇は蛇の目状に釉剥ぎ．素地は白色で緻密．黒 $D05!> 84 染付 碗 ロ～底郎 15.6 8.3 6. 糾

纏化窯殺。
¥I 

週土

邸
沖縄産

鉢 ロ緑部 素地はにぷい赤褐色。赤色泣を含む．外面に沈線の波状文． ‘’ 
SD055 

需釉隕器 哩土

86 白磁 翫 底部 4.4 素地は白色で緻密．畳付と外底に砂粒が付着． ¥I S0056 
1111 

沖縄産
内面に白化粧＋透明釉、口緑部に灰釉を掛It分1九外面は露

S00お87 
施釉閾器

． ロ～底部 9 25 3.7 2.45 胎．内底は蛇の目状に輪剥ぎ。内底にB跡ありけルミナ付着）． ¥I 
哩土

素地は灰白色。

沖縄産
内面に白化粧十透明釉、外面に黒釉を撹け分け。内庇は蛇の

SD臨
88 

施釉閾器
鉢 口～底部 25.6 II 6 10.2 目状に釉剥ぎ．内底に目跡ありけルミナ付着）。畳付にアルミナ ~I 

梗．土
を塗布。素地は浅黄橙色．

的
沖縄産

小壺 ロ緑部 2 I 内外面に黒軸を単掛け．素地は浅黄橙色． ~I S00お
施釉陶器 床iii

90 陶質土器 火炉 口緑郎 15.2 素地は橙色．内外面ロクロナデ．内面に煤が付着． ¥I 50056 
埋士

沖縄殺
内外面に白化粧十透明釉を単惰け。内底は蛇の目状に軸剥ぎ．

S0058 
第82図 91 

饉釉隣器
碗 ロ～底部 14.5 6.1 6.4 内底に目跡ありげルミナ付着）．素地は明黄褐色．．外面に呉須 11 

堰土
図版31 で文懐あり。

92 白磁 碗 底部 6.25 畳付は露胎。素地は灰白色で緻密。黒色粒を含む。 ¥I S0060 
区 藉32

堰土

~3 
沖縄程 II鉢 ロ緑部 27.3 くの字状口緑。素地は1こぶい赤褐色。内面に櫛目を施す． II S0060 

区 蒼32
需釉潟器 哩土

94 染付 翫i 口緑郎
外反口緑。素地は白色で緻密．黒色粒を含む。外面に文様、内 II 50061 

区 國32iiiilこ膿緯あり。筍化窯産0 床面

95 本土税
瓶 ＂～底部 4 25 8.8 20.7 ロ緑郎逆「L」字状で注口がつく。インク瓶。外旺は露胎。素地は ~I S0061 

区ili32
近代爾硲 にぶい赤褐色で釉から 現土

96 染付 • 底部 6.2 素地は白色で緻密．外旺1こ圏練。内底に紅花文か。景徳鎮殺。 II SD064 
区ii!li32

壇土

97 煙管 吸口 2.9 
沖縄彦蘊釉潟器製。9トロ径1.5cm、口付径0.7cm。外面及びロ ¥I 50069 
付内面に瑠璃釉を施輪ヽIヽロは平坦・素地は灰白色．重量5g. 哩土

98 
沖縄程

鉢 ロ～底部 25.9 10 0 13.0 素地は橙色外面口縁部下部に波状文。 11 SK024 
区 藷31

第83図
需釉隕器 哩土

図版31
沖縄産 SK091 

99 
慧釉閾器

鉢 o~底部 お.5 14.0 15.55 素地は贈赤褐色。外面口縁部下部に沈線＋波状文。 ¥I 
埋土

区i!i26

100 沖縄穫
壺 ロ～底部 11 85 15 8 46.15 素地は略赤褐色。外面頸部下部及び胴上部に沈線。＂部に 「＼ ~I SK091 

区 画26
第83図

慧釉閾器 ・:Jの線刻． 哩土

図版32
SK091 101 石製品 印輝石 62.3 33.1 11.65 r、1』『いしきや原」の刻字。重量38.6kg。砂沿。 ,1 
埋土

区i!i26

第84図
102 石器 石斧 全面に碩窮面．刃部欠損。重量177.98g.緑色岩． ~1 

SK064 
区i!li26

図版32 堰土
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第7表遺構出土遺物観察一覧 (VII地区）e 

挿図番号
器種 分類 部位

法 量(cm)

図版蓄号
種類

ロ径 底 径 器高
観察事項 地区 出土地 区画

（長軸） OO輪） 償さ）

103 石製品 砥石 59 5.85 41 
半分欠損。表裏下面に砥面．孔径2.0cm.重量1お，46g.,石灰 ~1 SK064 

区画26
岩． 還土

第84図
101 石船 石斧 3.65 2.86 1.0 小型石斧で刃部片.lli量14.09g.緑e枯板必． VI 

SKl72 
図版32 壇土

105 銅質士器 火炉 口U郎 14.2 素地は橙色。内外面ロクロナデ。内面に煤が付着。内面に線匁 ~1 SKIIO 
区画28

あり． 埋土

沖縄産
外面及び内面頸部に白化粧＋透明釉を単揖け。外面胴部に稜

SKl21 106 
鮨釉瀾器

il"i器 底部 6.7 を持つ。畳付から外底及び内面は露胎．業地は淡黄色。外面に VI 
1層

区面28
呉須と褐釉で花文4つ。

107 沖縄殺
小壺 底部 2.7 外面に黒釉を単揖け。外底及び内面は露胎。素地は灰白色。外 ~1 SKl21 

区iili28
崖釉陶器 面胴下郎から外底にかけて砂粒が付着． 1層

108 瓦質土器 遍 10.6 素地1:1褐灰色。混入物に微砂粒を含む。 ~1 
SKl49 
壇士

109 煙管 雁首
沖縄産施flli廣器製• 'トロ径14cm、,)ヽロ内径095cm。 外面に ~1 SKISS 
緑輪を崖軸。火鳳欠棋。素地は白色。璽量2.4g., 遷土

110 染付 碗 ロ緑部 13.0 外反口緑．素地は灰白色で微密．外面に互花文、内面に11!1饒・
VI 

SK206 
区西28

憾（ヒ窯嚢。 漫土

Ill 陶質土器 火炉 底部 9.3 素地は11!色。内外面ロクロナデ．外面に白色で圏線あり．外面に
VI 

SK206 
区画28

第糾図 把手を持つ． 梗土

図版33

112 本土産磁笞 小磁 底部 4.2 
外面は緑灰色の輪薬、外底及び内面は透明輪を篤釉。髪付は

＼渭
SK238 

輪剥邑素地は白色で緻密．外底に銘あり．肥舶産． 壇土

113 円盤状製品 3.6 3.4 0,% 素材は沖縄預慧釉馴器。重量16.31g. ¥I SP080 
区両27

遷土

114 染付 鉢 ロ緑部
外反口緑。素地は白色で緻密。黒色粒を含む。内外面に文様あ 11 SP445 

区両28
り。漏建・広東系． 遷土

115 染付 碗 ロ緑部 15.7 
素地は灰色-.灰白色で緻密。外面に1§:i,:文、内面に讀線。記9ヒ

VI 
SL002 

区両29
窯産． 壇土

116 染付 磁 ロ緑部 素地は灰白色で緻密．外面に文様あり。徳化窯産． ~1 SL002 
区画29

1層

117 士器 深鉢 縄文 ロ緑部
肥厚口緑部。外面に沈線で隋段状文様。胎土は褐灰色で泥質、 ~1 SX005 

区画29
溌入物に砂粒、黒色粒等を含む。器面はアパク状を昆する。 涅土

118 
沖縄産

壺 ロ～底部 10.3 13.8 祁.7
素地はにぶい赤褐色。外面頸部下部及び胴上部に沈線。胴部

VI 
SX020 

区両30慧釉陶器 に漆喰が付着する。 埋土

第85図
119 貝製品 蘊 ll8の董として使用。重量106.63g.サラサパティ． VI 

SX020 
区西30

図版33 哩土

120 沖縄殺
壺 底部 17.55 ロ縁部欠損．素地は陪赤褐色・外面胴上部に沈線◆ ~1 SX020 

区画30
慧釉瀾器 壇土

121 
沖縄産

壺 口～底部 15.7 17.7 47.1 ロ緑部が逆fLJ字状を部呈にす「さるJ．の秦字連状はの暗線赤刃褐あ色り。。外iiiロ緑部下 VI 
SX020 

区爾30
焦釉陶器 部に沈線外面嗣上 還土

沖縄産
内外面に白化粧十透明釉を単掛It.内底は蛇の目状に輪剥ぎ．

SX030 122 
饉釉陶器

硫 口～底部 14.0 6.2 6.3 畳付にアルミナを塗付．内底に目蒻あり（アルミナ付着).素地は ~1 
漫土

区霞26
灰白色。

第85図 沖縄産 SXOJO 
図版＂ 123 

烹釉隣器
凰 ロ-;I部 9.6 3.7 2.75 外反口ほ。素地は腑赤褐色。 VI 

漫土
区画26

124 沖縄産
償鉢 a-庇部 28.4 11.8 12.4 口1'1部逆「LJ字状。素地は明赤褐色。内面に櫛目を施す。 II SX030 

区画26
慧釉陶器 壇土

125 
沖縄産

壺 底部 6.9 素地は橙色。内外面ともに纏帽痕が明腺． ＼渭
SX030 

区画26
焦釉隣器 哩土

126 本士産磁器 茄 色絵 ロ緑部
素地は白色で緻密。外面に花文、樹木文、鳥文。内面に文懐あ ~1 SD002 区國

り． 壇土 26・27 

127 本土産
小疏 口～底部 88 3.3 4 5 畳付は露胎．素地は白色で轍密．外面に揖文． ~1 SD005 

区画29
近現代磁笞 埋士

IU 円盤状製品 未製品 52 4.6 0.6 素材は沖縄産施袖馴岱．重量29.9%, ¥I SDOOS 
区画四

哩土

國版＂ 形状は円柱状を旦する,fllliliiに9ヘルプJ、「定償金戴拾餞Jのエ SD005 129 ガラス製品 瓶 ロ～底部 I 5 1.6 6.4 
ぷス．色調は透明。気泡がみられる．

~1 
埋土

区画29

130 ガラス製品 瓶 ロ~il部 2.3 3.0 5.5 庇形は円形。色讀は透明．気泡がみられる。 II S0005 
区画29

還士

長 48 庇形は楕円形。側面にILAITFOODJ、rレートフード」、瓶底に
S0005 131 ガラス製品 瓶 ロ～底部 1.7 

短 3.3
11.35 「レート」と品形のエンポ入色胃は透明．わずかに気泡がみられ VI 

遷土
区画29

る。
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第 7表遺構出土遺物観察一覧 (VII地区）f 

挿図番号
法 量(cm)

図版醤号
種類 器撹 分類 部位

口径 底 径 器高
観察事項 地区 出土地 区画

（長軸） ぽ輪） 償さ）

図版34 132 
本土産

小婉 口～底部 9.8 3.8 5 3 畳付は露底素地は白色で繍かい。型紙絵付け．

＂ 
SD0l3 

区 面29
近現代磁器 埋土

133 本士産
急須 口～底郎 70 57 6.9 素地は灰色把手に花形5孔の模様．外底に布目がみられる．造 ,, SD013 

区 画29
近現代銅器 りが非常に薄い。 埋士

134 本土蘇
蓋 12 4 23 

クロム青磁。内面は透明軸を施釉。素地は白色で緻密．上面に ~1 SDOI3 
区 画29

近現代磁岱 型造りの互花文を貼り付け． 埋土

沖縄産
外面及び内面口縁部に白化粧十透明釉を単揖け。外面胴部下

S0013 135 
鮨釉陶器

急須 口～底部 8 l 8.6 11.4 半から外底は露舶内面口緑部下から内底にかけて白化粧を施 ~l 
哩土

区 画29
す。素地は灰白色。

136 沖縄産
袋物 庇部 6.1 内面及び外面胴部下部から外底にかけて露胎。素地は灰白色。 ¥I S0015 区繭

篇釉躙器 覗土 29・30 

137 本土産磁器 袋物 染付 口縁部 素地は白色で緻密．内外面に繍文．肥前産． 11 
S0019 区i!ii
埋土 27・30 

長37.25 長 249 紐辺は赤く変色する。内面r:tl!!)形を呈し、黒ずんでいる。底 部
SD0t9 区iii

138 石製品 炉？ ロー底部 l!l 33.0 短 22.8 1455 は中央部がやや凹み、 l!!I隅は1!9足を意識してか、やや突起状に ~1 
漫土 27・30 

成 。鉄が内面に付着。重量21.0kg。砂岩．

アルミ製ジーファー．カプは破損頸長27.31111.竿長871-.顆 SD019 区繭139 金属製品 警 11.7 断面、竿断面ともに六角形。竿問面は角に丸みを帯びる。重 量 VI 
壇土 27・30 3.9g, 

140 ガラス製品 瓶 ロ～底部 I 3 195 4.9 底形は円形。色調は透明．気沿が多くみられる。 n SD020・047 区i!i
SX043 8雇 28・31 

図版35

141 ＊土
籟i ロ～底部 13.65 3.6 6.25 

畳付は霞胎。素地は白色で繍かい。外t¥:Iこ〇内に「卜」下に「2J、 ~1 5D021 
区 両31

近現代磁怨 銘あり．型紙絵付け．砥部産． 壇士

142 ガラス製品 瓶 ロ～庇部 3.2 2.6 4.65 
庇形は円形。外面に1切 、外底1こrラブミーJのエンポ入色調は ~1 S0029 

区勇127
白色，化駐瓶か． 壇土

143 ガラス製品 瓶 ロ～底部 1.9 1.9 
底形は方形。色調は半透明の茶色。外底に/iJかのマークらしき

II 
S0034 区iii

エンポスがみられる。金属製の董が付着する。 埋土 24・26 

144 本土殺
小• 口～底部 82 4 45 185 畳付は露胎．素地は白色で緻密．内面に魚文．鋼版転存． ~I S0041 

近現代磁器 埋土

145 石製品 硯 2.1 紐部か。傭面1::.1息灸痕。璽量112.9g.粘板岩． VI 
S0047 

区 画31
堰土

146 石製品 硯 0.6 裏面に線条氏重量132g. 粘飯柑． ~1 SD011 
区 面31

壇土

147 鉄製品 ヘラ 04 刃部．重量44848g. 11 
S0047 

区 画31
埋土

148 ガラス製品 瓶 ロ～底部 1.75 
長 2.5

7.1 
外庇に「味の素Jのエヵ似．色調は透乳わずかに気泡がみら

VI 
S0047 

区 画31
俎 I6 訟 埋土

149 ガラス製品 瓶 ロ～庄部 1.75 
長 6.0

14.75 外面胴部に目盛が付く． 底形は1•fl1形． 色躙は透明． 気泡がみ VI SDOl7 
区 画31

短 3.9 られる。 漫土

150 
沖縄西

小婉 ロ緑部
外面に黒釉、内面に白化粧十透明釉を讃It分け。素地は灰白 ~1 SD058 

鮨釉淘器 色外面に別“体の口駄部が溶着． 埋土

151 青銅製品 讐 9.7 圃差耳かき状．大きく曲がり変形す入カプ厚I2.., カプ長9.ij ~1 SlJU64 
区ii!i32

一、頸長24.3一、竿長54.0...重量2.4g, 煙土

沖縄殺
手づくねによる憤みを持つ．器面に成形的の指頭痕。素地は橙

$D072 
152 

慧釉陶器
蓄 14.1 6.1 色混入物に2cm大礫が含まれる。底面に用途不明の小孔あり。 VI 

埋土
小孔径103m叫

153 鉄製品 鉄鍋 ロ～底部 0.25 シンメーナービー．重量7,2kg, VI 
S0072 
埋土

154 ガラス製品 瓶 ロ～底部 2.5 9.3 39.7 
外面胴部下部に「NOOASHOYUCo Ltd J. 「TRADE□MARKJ. 

VI 
SK018 

区 面27
外底に「10口IIJのエンポス。色調は半透明の水色 哩土

図版36
155 ガラス製品 瓶 ロ～底部 26 93 ⑲ .85 外面胴部下部にfNODASHOYUCo Ltd.J、「TRADE□MARKJ、

＼渭
SK018 

区 画27
外底に「7040Jのエンポス色躙は半透明の水色． 埋土

1邸 ガラス製品 瓶 ロ-.i:部 2.6 9.3 39.3 外面胴郎下半にfAKJのエ:,#ス。色調1かや透明の茶色 11 
SK018 

区jlij27
堰土

157 本土殺 憐 口～底部 13 4 4 95 6.1 畳付は露胎。素地は白色で繕かい。内底に5つの胎土目。型紙 ~1 SK018 
区 面27

近現代磁器 桧付け． 埋土

158 
本土疫

量 口～底郡 12.65 7.3 2.5 畳付は露胎。素地は白色で緻密。内面に花文．銅版転写． ¥1 
SK018 

区 両27
近現代磁嬰 壇土

159 本土巌 II ロ~lit.祁 12.8 7_j Z.55 畳付は露胎。素地は白色で緻菌。内iiilこ花文。銅版転写． ¥1 SK018 
区 西27

近現代磁器 環上

160 本土産 II 口～底部 12.8 7.35 2.4 :11:f寸は霞胎。素地は白色で緻密。内面に花文。銅版転写． ¥I SK018 
区 両27

近現代磁器 埋土
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第7表遺構出土遺物観察一覧 (VII地区）g 

挿図岱号
法量(cm)

図版脊号
種類 器種 分類 部位

ロ径 底径 器嘉
観察事項 地区 出土地 区ilii

（長輪） ぽ輪） 偵さ）

161 本土章
小● 口～底1i1l 10.25 6 25 20 畳付は露1/J,素地は白色で緻密．内面に花文。クロム青磁疇 11 SKOIS 

区画27
近現代饂器 堰土

図版36

162 本土簑磁器 香炉 ロ～底部 17.8 10 3 8.7 畳付から外底及び内iiiロほ郎下は露胎．素地は白色で緻密． I団 SK018 
区画27

外面胴郎に突起が5つ． 埋土

沖縄産
内外面に白化粧十透明輪を単揖It,外面は霞鮎．内底は蛇の

SK036 163 
誕軸銅芯

碗 ロ～底部 12.8 7.7 6.15 8状に釉剥ぎ。内底に日騎あり（アルミナ付着）。素地は浅寅橙 I団
埋土

区画31
色。外面に赤色で巴文。

Iい 本土褻
婉 ロ～底部 13.9 4.6 6.4 畳付は露胎。素地は白色で細かい．型紙絵f寸it. \~ 

SK091 
区嗣26

近現/till器 還土

165 本土産
婉 ロ～応部 13.2 4.6 6.1 畳付は露舶。素地は白色で細かい．内底に5つの胎土目．型紙 I団 SK091 

区画26
近現代ほ器 絵付け． 堰土

166 
本土産

llii 口～底部 13 I 48 6 l 
畳付は露鮎。素地は白色で細かい．内底に5つの飴土目．翌紙 w SK091 

区嗣26
近現代磁器 絵付け． 涅土

167 本土産 llii 口～底部 13 5 5.1 5.5 
畳付は露胎。素地は白色で綱かい。内底に5つの胎土日．翌紙

＼汀
SK091 

区il1i26
近現代磁怨 絵付け． 埋．土

168 
本土産 ,1ヽ婉 口～底部 8.6 3.2 45 畳付は露納。素地は白色で緻密．外面に花文。鋼版転写． 9汀 SK091 

区jljj26
近現代磁器 哩土

169 
本土産

婉 ロ～底部 11.6 4.0 5.1 
畳付は露胎。素地は白色で緻密．外面口縁部に緑色の2条の圏 I団 SK的 I

区画26
近現代は器 線 埋土

170 本土産
小碗 色絵 口～底部 6.4 30 5.5 ロ緑部は釉剥邑素地は白色で緻密．外面の梅文は剥蕗してい I団 SK091 

区画26
近現代磁器 る。 現土

111 
本土産

小碗 口～底部 8.4 36 5 l 
畳付は露胎。素地は灰白色で緻密。外面に亀甲萬の文様が3

＼汀
SK091 

区嗣26
図版37

近現代磁設 っ． 埋土

172 本土産 小碗 口～底部 8.0 4.4 畳付は露始。素地は白色で緻密．外面胴部に紐色の3条の圏
＼汀

SK091 
区緬26

近現代磁器 線． 埋土

113 
＊土 ,1ヽ . ロ～底郡 12.8 7.6 3.6 畳付は霞胎．外底は蛇のg状に輪剥ぎ＂素地は灰白色で緻密"

¥'[ 
SK091 

区艶[26
近現代磁器 内面に濤文、竹文。外面に1/f"/;.文。型紙．絵付け。 壇士

174 本土産
小● ロ～底部 117 60 2.55 畳付は露胎．素地は白色で緻密．内面に花文．銅版転11-. ＼汀

SK091 
区1!1i26

近現代磁器 壇土

175 本士産
小. ロ～底部 13.2 7.5 2.6 畳様付内は底露に鮎I．襦素J地は白色で緻密．内面に「壽」の文字と桃の文 I団

SK091 
区嗣26近現代磁器 の文字．銅阪転:rJ. 壇士

176 
本土産 ,Jヽ・ ロ～庇部 12.9 7.S 2.4 

畳付は露鮎。素地は白色で緻密．内面に「福J、「樟J、「壽』の文 I団 SK091 
区画26

近現代llt器 字。内底に『漏」の文字。銅版転写。 堰土

177 本土産
小• ロ～底部 11 0 70 1.8 畳付は露鮎．素地は白色で緻密．内面に草花文。銅版転写． ,i SK091 

区嗣26
近現代磁器 嶼土

118 本土産
Ill ロ～底部 13 2 77 23 畳付は露Ill,素地は白色で緻密． 内面に互文。 銅版転~- ＼汀

SK⑪ I 
区嗣26

近現代磁器 壇土

179 本土産 ,1ヽ・ 口～底部 13 0 2.4 畳付は露胎。素地は白色で緞密．内面に文様あり。銅版転'./1-, ＼渭
SK091 

区緬26
近現代磁器 埋土

本土産
高台内は蛇の日状釉剥ぎ。畳付は霞胎。外底は蛇の目状に釉 SK091 

180 
近現代応器

,Jヽ. ロ～底部 12 0 3.1 剥にぎ圏．線素地銅版は転白色写で．鑽密。内面に文懐あり．外面下部及び高台 ＼汀
埋土

区画26

181 
本土産

,Jヽ・ ロ～底部 7.2 5.6 2.0 
六角L 畳付は露船．素地は白色で緻密。内面に花文、鳩文． I団 SK091 

区画26近現代磁器 内底に魚文． 壇土

182 本土産
皿 ロ～底部

長 15.9 長 11.6 3.0 角11。畳付は露胎。素地は白色で緻密。内面に文様、外面に菱 ,~ SK091 
区嗣26

近現代蔽器 俎 II.I 短65 形文． 埋土

183 本土崖
小杯 色絵 ロ～底部 6.0 Z.4 2.8 畳付は露胎。素地は白色で緻密．内面に文様あり。 I団 SK091 

区嗣26近現代磁設 埋土

184 本土産
小杯 ロ～底部 6.0 2.1 2.7 畳付は露胎。素地は白色で緻密。高台形状は方形を呈する。 ,~ SK091 

区画26
近現代磁器 堰土

185 本土産
董 8.0 2.7 接地面は釉剥ぎ．外面に文懐あり．摘み部付近に小孔．孔径 \~ 

SK091 
区嗣26

図版38
近現代磁器 3.1皿m 涅土

沖縄産
内外面に白化粧＋透明輪を単讃け．内底は蛇の日状に輪剥ぎ．

SK091 
1邸

鮨釉陶船
llii 口～底部 14 0 6.4 67 畳付にアルミナを塗付．内底に目縞あり（アルミナ付着）．素地は w 

慢．土
区嗣26

浅貿橙色．

沖縄産
内外面に白化粧＋透明輪を洋横It。内底は蛇の目状に輪剥ぎ．

SK091 
187 

施釉馴芯
硫 底部 6.2 畳付にアルミナを塗付。内底に目蹟あり（アルミナ付着）。素地は ¥I 

埋土
区iilll26

灰白色。外面に呉須と褐釉で花文。

1認 誕沖精縄翫産硲 蓋 11 8 外面は黒釉を厖釉した後、蛇の目状に釉剥ぎ。内面は霞佑。素
＼団

SK091 
区細26

地は浅娯橙色 哩土

I訳 沖縄産
壺 口～底l!ll II 5 9.2 16.8 

内外面に黒釉を誨輪2口柑郎と畳付は釉剥ぎ。素地は浅黄橙
＼汀

SK091 
区嗣26

鮨釉llil芯 色 埋．±
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第 7表遺構出土遺物観察一覧 (VII地区）h 

挿図番分
法量(cm)

図版番号
檀類 器種 分類 部位

ロ径 底径 器高
観察事項 地区 出土地 区画

（長輪） （短軸） 償さ）

190 
沖縄殺

壺 日緑昴 12.0 内外面に駄輪を篇釉。口行部は輪剥ぎ。素旭は浅黄橙色。 11 
SK091 

区l!ii26
施釉瀾器 捏土

191 
沖縄産

壺 ロ～底部 18 8 19 0 43 2 
口ほ部は逆「し」字状を呈する．素地は野赤褐色外面口縁部下

~1 
SK091 

区両26熙軸隕猛 部に沈線2本の練刻あり． 邁！上

図版38 192 
沖縄産

壺 ll緑郎 12.7 
ロ絃部は逆「L」字状を旦する。素地は珊赤褐色．外面口縁部下

¥I 
SK091 

区西26
無釉瀾器 部に沈線。 視土

193 沖縄殺
甕 ロ緑部 44 9 素地は赤褐色外面口縁部下部に沈線で波状文と貼付した丸 ~1 SK091 

区面26
慧釉陶器 文．口駄部下部に漆喰が付着す入 埋土

194 ガラス製品 瓶 ロ～底部 I 5 22 33 
いかり肩で底形は円形．色1111文半透明のコパルト色．気泡がみら

N 
SK091 

区面26
れ． 視土

195 本士産 ． ロ～底部 2. 邸
角皿．昼付は露胎。素地は白色で緻密。内面にa花文、「福Jの ¥I SK IOI 

区画28
近現代磁器 文字． 現土

196 
沖縄産

鉢 底部 96 外面胴下部から外底及び内底は釉剥ぎ。素地は浅黄橙色． IU 
SKI 19 

区画28
施軸陶器 埋士

197 
沖縄程

袋物 庇部 8.0 
素地は1こぶい赤褐色外面は白土で鹿の子斑の文様。外旺に

¥I 
SKI42 

区画28慧釉陶器 「紀元二00百年作」の刃字あり． 壇

198 
沖縄産

袋物 底部 8,0 外面に晶軸を施釉。外面胴下郷から外底及び内面は露胎．素地
¥I 

SKl48 
鰤釉潟器 は灰色 埋土

199 青銅製品 胄 10.0 ジーファー。匙状。カプ厚1一、カプ長10.紐•、頸長19.0.、竿長 u SKI50 
694-, 頸断面．竿断面ともに六角形。重量921g, 1層

200 石器 窮石 10.5 88 43 
衣襄面に磨面．表裏中央、 11l1面に敲打痕．表裏ともに中央にく ~1 

$K174 
ぼみがみられる。重量邸0.16g,砂岩． 埋土

201 ガラス製品 瓶 底部 3.6 底形は1'1形。色調は透明。大きめの気泡がみられる． u SKI94 
堰土

202 ガラス製品 瓶 ロ～底部 1.9 3.4 9.2 庇形は円形。色躙は透明。気泡がみられる。 ¥I SK⑳3 
区画28

埋土

203 
本土産

嗣 口～底部 12 8 46 6.2 畳付は露胎．素地は白色で繍かい．型紙絵付け． u SK邸
区面28

近現代磁穀 ① I 

図版39 204 ＊土産
碗 ロ～底部 13 5 44 6.9 畳付は露胎．素地は白色で繹かい．型紙絵付け． ~1 SK邸

区画28
近現代磁盤 ② -I 

邸
本土産

碗 o-底部 14.5 5,0 5.7 
畳付は露胎．棄地は白色で繹かい．内底に5つの舶士目。型紙

~I 
SK邸

区画28
近現代磁器 絵付け． <3r2 

206 本土産
歓i ロ～底部 12 9 46 5. 邸

畳付は露胎．素地は白色で織かい．内底に5つの胎土目。型紙 11 SK邸
区画28

近現代磁骰 絵付け． ⑤ 3 

207 
本土産 • ロ～庄部 21.5 14.0 2.5 畳付は露胎。素地は白色で緻密。内面に文様。銅版転写． II 

SK邸
区l!ii28

近現代磁器 ⑤ I 

露
本土殺

小杯 口～底部 5.8 22 29 畳付から外底にかけて霞飴。素地1:1白色で緻密。高台形状が花 ~1 SK邸
区面28

近現代磁苔 形を呈する． ⑦ 

209 隕質土器 董 素地は橙色況入物に微砂粒を含む。 ¥I 
SK238 
埋土

2!0 ガラス製品 玉 1.85 l邸 色躙は透明～暗赤褐色。中心の穴の長径、矩径ともに0.4cm。 ¥I SXOOI 
区画27lfi量10.05g, 埋士

211 青銅製品 定規 7.8 1.6 1.05 目盛が付く。銘らしさものがみられる。重量11.77g. ¥I 
SX013 

区西31
埋土

212 石製品 硯 1.6 5.8 2.1 表裏面に線条痕．重量邸，1g.枯板岩． ¥I SX026 
区画26

1層

213 青銅製品 讐 8,7 償差匙状．竿が一部破損りカプ厚o.s...カプ長10.tim,頸長
¥I 

SX026 
区画2620 6a,、竿長551-. 頸・竿断面は楕円形。重量4Olg. 1層

214 石器 砥 12 0 56 6.3 角住形で使用により長軸楔状となる。表裏闇面に使用底重量 ~1 SX030 
区0026

495 23g, 砂沿． 床面il[上

215 ガラス製品 瓶 ロ～庄部 3,8 4.0 6.5 応形は十角形．色躙はe色。 ¥I SX030 
区両26

埋土

図版40 216 石製品 石筆 3.65 0.6 断面は丸く、両燿節はともに尖る。重量3.71g.ろう石． ¥I 
SX036 
1層

217 煙管 吸口 5.3 胄銅製.,Jヽロ径0.8cm、口付径〇ぷ：m, 貢量6.33g. 11 SX036 
1雇

218 
沖縄務 ,1ヽ壺 口～底部 22 38 49 

内外面に駄輪を巖釉。外面胴郎下半から外底及び内面口縁部 u SX043 
区酉31

鰯釉陶注 下け露胎．素地は灰白色 瑾士：
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VIII地区

遺構内からは合計6,171点の遺物が出土した。主な遺物として、中国・タイ ・本土産陶磁器、沖縄

産陶器、土器、石器、石製品、銭貨、青銅製品、鉄製品、瓦、ガラス製品等が出土しており、最も多

いのは沖縄産陶器である。陶磁器に関しては、近世～近代のものが主体である。ここでは代表的な

12点について図化し、個々の所見は遺物観察表 （第8表）でまとめる。また、全体の遺物出土状況

については第 19表にまとめ、付属の CD-ROM内に所収した。

第8表遺構出土遺物観察一覧 (VIII地区）a 

挿図番号
法量(cm)

図版醤号
種類 器種 分類 部位

口径 底径 器高
観察事項 地区 出土地 区画

（長軸） （短軸） 倶さ）

I 
沖縄産

急須 ロ～底部 6.4 8.7 8.8 
外面に瑠璃釉、内面に白化粧十透明釉を揖It分1九外面脚部 II SD007 

区両34
篇軸潟器 から外底ば露胎。祟地は灰白色 埋土

2 
沖縄産

火炉 ロ緑部 15.8 
外面及び内面口縁部下まで白化粧十褐釉を施輪．素地は灰白

II 
S0016 

籍釉陶骰 色外面に銅駄輪で文様あり． 埋土

3 爾質土骰 火炉 口は郎 23.4 素地は灰色。内外面ロクロナデ。内耳部分に煤が付着． II 
SDOl6 

第86図
埋土

図版41
SD020 

4 本土産陶器 IIll 底部 4.5 素地は橙色で編かい。内底は蛇の目状に輪剥ぎ。内野山産。 II 
埋土

5 染付 碗 口～底部 14.5 7.0 6.6 
外反口緑。畳付は霞胎。素蛇は白色で徽密。外底に「和芙」の銘

II 
SK知

あり．徳化窯産＊ 埋土

6 
沖縄租

壺 ロ～底部 94 6.3 12 I 
素地は9『赤褐色≫外面口駄部直下及び胴上部に沈線。外面が

II 
SK108 

慧釉隕器 アバク状を呈する。 埋土

第87図 1 染付 皿 口～底部 9.6 4.7 4.3 高台際から外底は露始。素地は白色で繕かい。内底に花文。内
＼冒

SPI20 
図版41 外面に細かい貫入がみられる• 福建・広東系． 埋土

159 



第8表遺構出土遺物観察一覧 (VIII地区）b 

挿図番号
法量(cm)

図版番号
種類 器種 分類 部位

ロ径 底径 器高
観察事項 地区 出士地 区画

（長輸） OOflll 偶さ）

8 石器 石斧
全面碍磨。表面に敲打痕。側面に敲打痕。刃部刃こぼれ。重量 ¥I SXOl4 

区画34
第87図

133 3g, 緑色岩。 埋士

図版41 ， 士器 壺 ロ緑部 23.6 
素地はにぶい褐色。砂位、褐色位等を含む．内iliiロ緑節下部に

II SX028 
1条の沈線令宮古式土器か． 埋土

10 
沖縄産

壺 口～底部 18.2 24 2 55.6 
素地は暗赤褐色。 外面胴上節に沈線。 外面肩節に「—Jの上 SX041 

熊釉隣器 「．’・JI/)線須あり。
11 

埋士
区画34

第87図
II 

沖縄産
小壺 ロ～底郡

SX041 
図版42 熊釉陶器

15.75 14.0 26.25 索地は暗赤褐色口唇郎は平坦。外面口緑都に沈線。 11 区画34
埋土

12 滑石雙品 鍋 n緑節 144 滑石畏石鍋。外面に縦耳を持つ．内外面に削り痕。重量 11 SX範4
148.6g, 坦土

13 ガラス製品 瓶 日～底郎 1.5 2.8 6.4 
底形は扁平）＼角形。側面に「東京鈴木」、「ペルツ目薬Jのエンポ

¥I 
SD003 

入 色調は半透明のコパルト色わずかに気泡がみられる。 1層

14 ガラス襲品 瓶 日～底郎 1.9 5.6 11.0 
底形は円形。側面にI鈴虫呑油J、スズムシのエンポ入底蔀に ¥I SD007 

区酉34
菊花型の陰就 色調は透明．気泡がみられる。 埋士

15 ガラス戻品 瓶 日～底郎 2.1 3.8 8.2 底形は円形。色調は薄い青。気泡がみられる。 11 
SD001 

区面34
埋土

16 本士産
小婉 B類 ロ緑郎 7.0 素地は白色で緻密。外面にfN景旋」の銘あり．銅版転写．

SDOl4 
近現代磁器

11 
埋士

図版42

＂ 
潟質土器 目皿 9.0 8.4 1.0 素地は明黄褐色直径1.7cm程の穴があけられる． II 

SD014 
埋士

18 士器 壺 胴部 II 
索地はにぶい橙色混入物に砂粒、黒色鉱物等が含まれる。外

¥I 
SDOl6 

面に陽刻で亀甲文、銘がみられる。東南アジア産。 坦土

19 ガラス穀品 瓶 ロ～底棉 4.3 4.8 5.0 六角形に成形される，色調は透明，気泡がみられる， II 
SK047 

区画34
埋士

20 潟質土器 鉢 日～底部 12.0 7.8 9.4 日絃郎に段を持つ。素旭は橙色 内外面ロクロナデ． ¥I SK射9
区面34

坦土

21 沖縄産
甕

口舷部が逆「L」字状を呈する。口唇節は平坦。素尼は暗赤褐
SK062 

熊釉陶器
口～底部 474 21.0 36.2 色外面口緑部に沈線。外面嗣.1:郡に沈線、彼状文、貼付した

｀ 
丸文があり、その下郁に太い凸帯を巡らす。

埋士

22 ガラス雙品 瓶 日～底郭 5.1 5.4 4.1 
底形は円形。底蔀にほ籠塗際Jのエンポス。色胃は透明。気泡 ¥I SK064 
が多くみられ入 埋土

23 本士産磁器 杯 ロ縁部 1.4 
素地は白色で緻密。外面に文様あり。内外面に細かい貫入がみ

II 
SKI20 

られ入薩摩産 埋士

訊 ガラス製品 瓶 IJ~底部 2.5 2.8 5.2 
底形lifll形，底部にf6500」、「15」、「6」、f2J、「・12」のエンポ

11 
SK159 

ス。色調は半透明の茶色 埋士

図版43

25 ガラス饗品 瓶 ロ～底蔀 6.3 6.6 6.1 底形は円形。底部にfl8Jのエンポス．色調は白色 11 
SK159 
埋士

26 ガラス製品 瓶 日～底郁 1.9 2.0 4.7 
底形は円形。 底部に「ABBOIT LAB.」「~IADEIN U.S.A.Jのエン

II 
SK159 

ポ入金属製の蓋が付着． 埋土

27 
沖縄産

椀 日～底郁
内外面に白化粧＋透明釉を単掛け．内底は蛇の目状に釉剥ぎ．

SK201 
施釉閾器

13.9 6.2 6.9 昼付にア,~ナを塗付。内底に目跡あり（アルミナ付着）。素地は II 区画34
仄白色。外面に呉須で巴文が3つ。 埋土

28 石襲品 錘 7.9 5.3 4.3 
全体に丸みを搭びる。中央に孔をあける。孔径11.6mm.重量

II 
SK201 

区画34223 21g, 石灰岩． 埋士

160 



第8表遺構出土遺物観察一覧 (VIII地区）C 

挿図番号
法量(cm)

図版番号
種類 器稽 分類 部位

ロ径 底径 器高
翫察事項 地区 出土地 区画

（長軸） OO軸） ぼさ）

お
沖縄

秀炉 ロ緑郎 素地はにぶい赤褐色e混入物にfflい砂粒を多く含む。 ll 
SK243 

区酉34
撫軸陶器 埋土

図版43 30 
沖縄産

香炉 底部
騨付き。索尾は赤褐色。説入物に祖い砂位を多く含む。内面が 11 SK243 

区画34
熊輪陶器 アバタ状を旦する。 埋土

31 石器 磨石 116 7.2 5.2 表襄面に窮面。裏面に敲打痘。頂量76018g, 砂沿． ¥I 
SK243 

区面34
埋士

大形の水甕， 0縁部が逆印字状を呈する。緊地は赤褐色。外

32 沖縄崖
水甕 ロ～底祁 77.2 31.0 81.3 

面口緑部に沈線。外面厨上部に沈線と貼付した丸文があり、そ
II 

SK256 
撫軸陶器 の下節に太い凸搭を巡らす。嗣部に孔が開けられ、その員りには 埋土

楳喰が残る．

33 円蜃状戻品 3.61 3.26 0.6 素材は隕質土器．重量1.41g. II 
SPI53 
埋土

34 
本土産

碗 ロ～底部 11.3 5.0 5.15 
昼付は霞駄素地は白色で緻密。外面に文様あり。畳付に砂粒

II 
SXOI4 

区酉34
近現代磁器 が付沿。銅版転写． 埋土

お
本土産

小杯 ロ～底部 6.3 2.55 2.45 
畳付は霞胎。素地は白色で鰍密。内面に銅版転写で直花文。ロ

II 
SXOl4 

区画34
近現代磁器 緑郎は吹き絵技法による彩色囀) 埋土

箕
＊士

小杯 ロ～底節 4.7 2.6 2.9 
畳付は霞胎。素地は白色で鰍密。外面は黒色、内面は赤色で文

ll 
SXOI4 

区両34
近現代磁器 様あり。 埋土

37 
＊士産

角皿 ロ～底部 15.6 7.3 3.4 八角皿。畳付は露胎。素地は白色で緻密。内底に文字． II 
SXOI4 

区画34
近現代磁器 埋土

38 石製品 硯 7.45 4.7 1.8 海郎のみ残る。外面に黒色塗料が残存。重量邸.5如砂岩． II 
SXOl4 

区画34
埋土

39 
本土産

婉 ロ～底祁 13 5 4.85 5 35 
昼付は露底素地は白色で繹かい。内底に5つの胎土目．型紙

ll 
SX020 

近現代磁器 絵付け． 埋土

40 
沖縄産

壺 口～底郎 12.8 18.5 45 3 
素地は略赤褐色。外面口紐郊下部及び胴上部に沈線J目上部

I冒
SX020 

拷籍陶器 にf/¥J(f)"fl:f-」(f)字が入る線刃あり。 埋土

図版44

41 沖縄産
壺 ロ～底部 13 0 18.2 46.1 素地1が『赤褐色。外面口緑都下部及び凧J:郎に沈線。阻上部

渭
SX020 

撫輪陶器 に「XJの下に［・J線刻あり． 埋土

42 
本土産

小碗 日～底郎 8.1 2.95 5.0 
畳付は霞飴。素地は白色で緻密。外面に文様、内面日縁部に2

VI 
SX041 

区面34
近現代磁器 条の1!!l線外底に「嘉Jの銘あり。 埋土

43 
本土産

小碗 色絵 口～底郁 8.2 3.45 4.8 
昼付は霞飴。素地は白色で緻密。外面に文様があるが、不明

ll 
SX041 

区酉34
近現代磁器 鼠外妊に0内に「丈」の銘あり． 埋土

44 円盤状製品 4.0 3.7 0.2 素材は白羅。算黛15.66g, II 
SX047 

区画34
埋土

45 円盤状製品 3.2 3.0 0.9 素材は沖縄産慧釉陶器。重量15.22g. ＼冒
SXお0
埋土

46 円盤状製品 3.8 3.65 0.8 素材は沖縄産慧釉淘器。重量19.36g. ll SXお0
埋士

47 円盤状製品 4 95 4.6 0.75 素材は沖縄産慧釉類器．重量21.69g., II 
SXお0
埋土

48 円璧状製品 5.3 4.95 145 素材は沖縄産慧釉潟器．璽量捻.77g. II 
SX050 
埋土

49 円鷺状製品 5.1 4.9 0.9 素材は沖縄産麓釉閾器.lli:量31.90g, II 
SX050 
埋士

50 石震品 硯 5.89 4.7 I.I 紐部のみ残る。表裏面、側面に線粂痕。萬量52.32g,粘板岩． II 
SX059 
埋土
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IX地区

遺構内からは合計 11,660 点の遺物が出土した。 主な遺物と して、中国 ・ タイ • 本土産陶磁器、沖

縄産陶器、土器、石器、石製品、貝・骨・ 木 ・玉製品や漆製品、銭貨、青銅製品、鉄製品、瓦、ガラ

ス製品等、他の地区よリ多種にわたる遺物が出土している。最も多いのは沖縄産陶器である。中国産

陶磁器や初期沖縄産陶器の出土量は他の地区よりも多い。VII・VIII地区同様に、陶磁器に関しては、近

世～近代のものが主体である。ここでは代表的な 28点について図化し、個々の所見は遺物観察表 （第

9表）でまとめる。また、全体の遺物出土状況については第20表にまとめ、付展の CD-ROM内に所

収した。

第9表遺構出土遺物観察一覧 (IX地区）a 

挿図番号
法量(cm)

図版番号
種類 器楢 分類 部位

ロ径 底径 器高
観察事項 地区 出土地 区画

（長軸） （短軸） 償さ）

I 染付 碗 ロ縁部 15.8 
匠ロロ緑。素地は灰白色で緻密。外面に互花文．福娃・広東

IX 
5D003 

系． 埋士

2 褐釉 鉢 ロ縁郡 9.7 素建は灰色外面口縁部に浅い沈線。 [X 
SDOIB 
埋土

3 褐釉 壺 ロ縁部 ロ唇部は平lll.素地は褐色。粗い砂粒を多く含む． 区
SD033 
埋士

4 染付 小杯 ロ～底部 3.6 1.1 1.45 
外反口緑。畳I寸は露胎．素地は白色で緻密。外面に文様あり。

IX 
SD037 

徳化窯産． 埋士

5 白霰 ． ロ～底部 8.2 2.3 5.3 
型成形。畳付は露胎。素地は白色で緻密。畳付に砂目。筍化窯

IX 
SD040 

産 埋土

6 
本土産

鳳 ロ～底部 9.8 3.8 23 
花形に成形される。昼付は露胎。案地は白色で徴密。内底に文

LX 
SD040 

近現代磁器 煤あり。薩摩産。 埋土

7 染付 II 底部 8.2 
素地は自色で緻密．内外面に文様あり．内外面に繍かい貫入が

IX 
$0043 

みられる。 埋士

8 青銅製品 11' 
ジーファー。匙状。カプ厚i.a...、カプ長 12.6•、 顕長27.9ml、竿

区
S0044 

長105、o-.頸断面、竿断面ともに六角形。重量29g, 埋土

第88図 ， 青銅製品 冒
側差耳かき状。カプ厄2am、カプ長18I一、顕長25.!llo、竿只

IX 
SD044 

図版45
115.2m。顆断面、竿断面ともに六角形．直量7.8g, 埋士

10 本土産綱器
蕎変

ロ～底部 6 85 49 7.35 昼付から外底は霞胎。素地は白色で繕かい。内外面に親い貫入
IX 

SD046 
猪〇 （最大裏） がみられる。関西系。 埋士

II 褐釉 壺 ロ絃部
口緑部は三角形、口唇部は平坦疇素地は橙色。石英、砂粒等を

I)( 
SD071 

区面33
含む。 埋士

.12 石器 石斧 10,5 4.8 2.45 
全面研肝。1111面に敲打痕。刃瑯刃こぼれ。重量187.15g,諷緑

IX 
SKOl8 

岩． 埋士

13 石器 石斧 12 15 5.6 25 全面に敲打痕。表裏面に磨面．重量352.09g.輝緑岩． L'( 
SK195 

埋土d012

14 染付 碗 ロ緑部 14 6 直日口紋素地は白色で緻密．外面にな花文．徳化窯怪． IX 
SK398 

区繭33
1屠

IS 
中国朕

溢 7.3 6.1 索地は灰赤色で緻密。外面に貼付した花文．宜興窯哀。 IX 
SK398 

区画33
撫軸陶器 l屠

高台内は蛇の目状輪剥ぎ．素地は白色で緻密。外面に文様J勺
SK398 16 ＊土産磁器 鉢 染付 底部 9.4 底に花文。外底に銘あり。外面の貫入は細かく、内面はやや翻 IX 
1屠

区繭33
い。肥前産。

17 本土産陶器 碗 口絃部 13.8 素地は淡黄色で細かい。外面に渦巻文。瀬戸・美濃系． IX 
SK398 

区画33
2層

18 煙管 雇甘 瓦質製品で柱状形。素蛇は灰色。火●に煤付着．重量5.lg, IX 
SKOS2 

第89図
埋士

図版45
沖縄産施輪陶器製,,)ヽ日径!.!Som、小口内径0.8訳m、口付径 SK230 ]9 煙管 吸口 2.3 
0.55cm. 1)ヽロは凹形。素地は浅黄橙色。重量1.64g.

IX 
埋士
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第9表 遺構出土遺物観察一覧 (IX地区）b 

挿図番号
法量(cm)

図版番号
種類 器種 分類 部位

〇径 旺径 器困i
観察事項 地区 出土地 区画

（長軸） （短輪） 債［さ）

20 煙管 雁甘 瓦質製品で柱状形。素地は灰白色。重量46.3g. IX 
SK443 

区画33
埋土

21 
沖縄産

婉 底部 6.0 
内外面に透明紬を単楼it.内底は蛇の目状に釉渕ぎ。内底に目

IX 
SK443 

区画33
第的図

施釉陶器 跡あり（アルミナ付着）。素地は白色 埋土

図叛45
外底釉剥ぎ．素地は灰白色で緻密。内外面に1!1い貫入がみられ SP145 

泣 胄磁 盤 底部 8.0 
る．

IX 
埋土

23 染付 碗 ロ緑部 15.8 
直ロロ緑。素絶は灰白色で緻密。外面に花文、内面口緑部に匿

IX 
SP227 

線内外面に繍かい貫入がみられる。福建・広東系． 埋土

糾 石器 石斧 6.75 5 25 2.65 表裏面に磨面．側面に敲打級．璽量156.53g,緑色岩． LX 
S的39
埋土

25 色絵 小杯 口～底部 6.2 28 3.2 
外反口紐。畳付は露胎。素地は白色で緻密。外面に草花文。徳

IX 
SP1056 

区画33
化窯産。 埋土

第的図
26 玉製品 トンポ玉 I 36 I 19 外面に白線と花文あり．色調は濃紺色．孔径2.Sm叫 IX 

SX027 
図版46 垣土

27 本土殺隕器 蓋
外面に褐釉を施釉。素地は灰色』杉状はネジ状を呈する。継目

IX 
SX033 

がみられる。 埋土

28 本土産隕器 壺 12.2 
日唇部は平坦。案地は赤褐色。砂粒、黒色泣惰を含む。薩摩

IX 
SX052 

産。 埋士

29 石襲品 石盤 16.2 14.4 0.4 表裏面に線条痕。重量173.90g.粘板岩． IX 
S0018 
埋土

30 石製品 石筆 2.9 0.6 外面の面取りは細かい。重量1.56g.ろう石． IX 
5D018 
埋土

31 円盤状製品 435 43 0.5 素材は本土産近現代磁器．重量2224g. LX 
S0031 
埋土

32 円盤状製品 5.75 5.1 1.6 素材は赤瓦。重量53.46g. IX 
SDOJ7 
埋土

33 
沖縄崖 ,, ヽ杯 ロ～底部 6.0 24 26 

内外面に白化粧＋透明釉を庫惰け。畳付は露胎。素地は白色。
IX 

S0040 
施釉銅器 外面に呉須で「普天間」の文字． 埋土

髪差。カプは六角形を昆する・カプ厚1.5mm、頚長7.9m、ムディ
SD046 

34 青銅製品

＂ 
6.4 長7.38a、竿長46.06u.頸断面は円形、竿断面は方形。重量 IX 

埋土6.59&, 

沖縄殺
内外面に黒釉を単掛け。外面嗣下部から外底及び内底は露胎．

5D052 
35 施釉隕器 婉 ロ～底部 12.4 5.5 5.9 畳1寸にアルミナを塗付。内庭1こ目跡あり（アルミナ1寸着）．素地は IX 

埋士
区画32

灰白色。

36 石器 石斧 8.0 H 2.45 
基部が残入全面に敲打痕。所々に磨面がみられる。重量

LX SDOS2 区画32図版46 149.09&, 緑色沿． 埋土

37 
沖縄殺

壺 底部 3.1 
内外面に白化粧＋透明釉を単惰け。畳付から外底は露胎。素地

IX 
SD067 

区嗣33
施釉隕器 は灰白色。 埋土

38 ガラス製品 瓶 ロ～底部 1.4 2.0 5.7 角緑。なで肩で底形は円形。色調は透明。気泡含む． IX 
SK035 
埋土

沖縄産施fi潟器製。火皿径1.65cm、,Jヽロ径1.6cm、小口内径
SK084 

39 煙管 雁首 l.15em. 火●内外面に灰輪,,トロは平坦。素地は灰白色。重量 IX 
埋土3.39& 

40 円盤状製品 5.0 4.8 0.8 素材は沖縄税慧釉陶器。重量27.29g. IX 
SK095 
埋土

41 本土座
硫 口～底部 11.6 42 5.3 畳付は露胎。素地は白色で緞密．外面に互花文と文字，銅版転 IX SKl85 

近現代磁器 写． 埋土

沖縄彦
内外面に黒軸を単掛け．内底を蛇の目状に輪剥ぎ。畳付にアル

SK237 
42 

崖釉陶器
婉 口～底部 13.4 ミナを塾付。内底に目跡あり（アルミナ付着）。素地は灰白色。線 IX 

埋土
彫りで外面に沈線内面に雲文と沈線。

43 ガラス製品 瓶 ロ～底部 1.9 3.8 8.2 
fr, 縁。いかり肩で庇形は長方形．色躙は半透明のコバルト色。繍

IX 
SK238 

かい只泡が多くみられる． 埋士
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第 9表 遺構出土遺物観察一覧 (IX地区）C 

挿図番号
法量(cm)

図版番サ
種類 器種 分類 部位

ロ径 底径 器高
観察事項 地区 出士地 区面

（長軸） 侮軸） 憚さ）

沖縄産施釉陶器製。火11径1.4cm、,1ヽロ径1.5cm、小口内径
SK423 

“ 煙管 雇甘 1.15c叫内外面に灰軸。,jヽ ロは平坦。素地は灰白色。重量 IX 
埋土

区画33
6.51g. 

45 染付 蝙 口絃部
外反口位。素地は淡黄色。外面に文様あり。内外面に編かい貫

IX 
SPOISI 

入がみられる。 埋土

46 
沖縄産

Jill 初期 底部 12.4 素地は灰赤色。筋状の白士が含まれる。高台部の接合痕明駁。 LX 
SPOお2

熊釉陶器 坦土

図版46 沖縄産
蓋 8.0 

内外面に黒輪を施釉。高台外面から内底まで霞胎。接地面にア
IX 

S?0694 
47 

施釉陶器 ルミナを塗付．案地はにぶい赤褐色。 埋土

48 陶質土器 不明 口駄部 12.4 
器種不明。口緑郎は断面三角形状で、上面観は楕円～方形状

IX 
SP09l7 

区画33
を呈すふ素地は橙色。胎土に微砂粒が含まれる． 埋士

49 ガラス製品 瓶 ロ～底部 1.5 1.35 3.6 
底形は円形。底節に◇内に「SV」のエ:.,,!l入色調は半透明の茶

IX 
SP1003 

区頁33
色欠泡がみられる。 埋士

50 ガラス製品 瓶 口～底部 6.8 6.1 6.0 底形は円形．底罪に「NOXJ、「Cヽ!AJ、「5」のエンポ入色震は I LX SXOI3 
半透明のコパルト色．鉄製の葦が付渚． 埋土

51 円盤状製品 88 8.6 09 素材は沖縄産慧釉陶器。重量116.47g, IX 
SXOI4 
埋士

52 
沖縄産

壺 ロ～底部 12.4 12.7 32 2 
素地は陪赤褐色外面頸部下部に2条の沈線、その下部に「六」

IX 
SXOI9 

無釉陶器 の字状の線刻がみられる。 埋土d009

53 
沖縄産

壺 ロ～底部 11.8 14.3 39.6 素地は1こぶい赤褐色。外面口緑部下祁及び馴上部に沈線。外
LX 

SXOI9 
熊釉陶器 面に漆喰が付着． 埋土dOIO

54 ガラス製品 蓋 8.0 6.4 6.2 
形状は円形．撮みに花形の浮彫．内面に「MADEIN JAP心ヽ」の

IX 
SX019 

ェンボス。色霜は透明。 埋土dOIO

55 煙管 吸ロ 1.85 
沖縄産鮨釉陶器製。小口径1.2cm、口付径0.7c皿内外面に白

IX 
SX023 

軸 ,Jヽロは平坦。素地は灰白色。直量447g. 埋士

56 煙管 吸口 1.9 
沖縄座覧釉陶器製．，トロ径1ぷ：m、CII寸径0,65cm.外面に灰

IX 
SX023 

輪。,Jヽロは平坦。素地は白色重量4.00g, 埋土

57 青覧品

＂ 
13.5 ジーファー。匙状。カプ厚2..、 カプ長18.8•、頸長21.8•.竿長

LX 
SX026 

94.0-. 頸断面、竿断面ともに六角形。重量凶.88g., 埋士

58 本土産 杯 ロ～底部 6.5 3.8 7.2 
畳付は露胎。素地は白色で緻密。外底にI岐382」の銘あり。絞

IX 
SX033 

近現代磁器 制磁器． 埋土
図版47

59 石製品 ヘラ 11.5 23 05 全面研磨され、滑らかに仕上がる.lli量12.90g. IX 
SX033 

埋土dl27

60 骨製品 ヘラ 12.8 2.6 0.7 全面研磨され、滑らかに仕上がる。重量19.21g. IX 
SX郎3

埋土dllO

61 肯製品 蝶笞 ヰ蝶番。軸芯孔径43町几留め用釘孔径4.2mm,重i:25.68g., LX 
SX033 

垣土

62 石製品 砥石 10.2 4.9 2 I 
札形砥石。表裏側面に砥面．孔径1.6c叫重量13126g. 石灰

IX 
SX039 

岩． 埋土

63 
沖縄産

婉 口駄郎 12.6 
内外面に灰輪を単掛け．素地は灰白色．外面に別個体の口絃

LX 
SX045 

薦釉陶甚 部片が溶着． 埋土

“ 染付 碗 口～底部 15.6 7.0 6.9 
内底は蛇の目状に釉剥ぎ。昼付は霞胎．業地は白色で緻密。外

IX 
SX048 

面に互花文、内底に文様あり。徳化窯産． 埋士

65 円盤状製品 22 22 09 素材は沖縄産需釉陶器。重量13.92g, IX 
SX048 
埋土

66 円盤状製品 24 2.3 0.5 素材は沖縄産慧釉陶器。重量3.95g. IX 
SX04S 
埋土
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第2項 包 含層 (11層）出土遺物

包含層 (11層）はVll~IX地区にて確認されておリ、総計4,572点の遺物が出土した。内訳をみると、

中国・タイ ・木士産陶磁器、沖縄産陶器、土器、石器、石製品、銭貨、青銅製品、鉄製品、瓦、ガラ

ス製品等が出士しておリ、最も多いのは沖縄産陶器である。中でも第90図2の白磁は、いわゆる安

平壺と称される 17世紀代の中国産の壺で、首里城などで出土例がみられる。陶磁器に関しては、近

世～近代のものが主体である。そのうち、 9点について圏化し、個々の所見を第 10表の観察表にま

とめた。なお、遺物点数については、地区別にまとめた集計表（第 18~ 20表）を付属の CD-ROM

内に所収した。

第 10表包含層 (11層）出士遺物観察一覧 (VII・IX地区）

挿図番号
分類 部位

法量(cm)

図版番号
種類 器種

ロ径 底径 器iili 観察事項 地区 出土地

（長軸） （短軸） （匝さ）

I 瓦質土器 不明 口舷部 22.0 匹 Cl緑胎土i社天色。光沢のある白色粒を多く含む。 ~11 n屠
第90図
図版48

高台から外底にかけて露胎。素地は灰白色で緻密。内外 II屈
2 白磁 壺 底部 6.2 

面に頁入がみられる。
IX 

dl38 

沖縄産
内外面に臼化粧＋透明釉を単掛け。内底は蛇の目状に釉

3 
施釉陶器

鉢 口～底部 17.4 3.5 6.5 刺ぎ．昼付にアルミナを塗付。内底に目跡あり（アルミナ付 I'll n逼
着）。素地は明黄褐色。口縁部に呉須、内面に庄花文．

4 石製品 硯 16.45 7.5 16 
陸部中央で1!!1む。硯背に快りあり。表裏面及び側面に線条 w ll屠
痕。直量342.3如赤間関産か。

5 煙管 雁甘
沖縄産施釉隕器製,,1ヽロ径l.4c114外面及び火皿内面に ~11 n層
白化粧十透明釉を単掛け。素地は灰白色。重量6.5g.

國版48 6 煙管 雁甘
沖縄産施釉隕器製,,1ヽロ径l.3cm。外面及び火皿内面に

~ll n層
瑠璃釉を施釉。素地は白色。重量4.9g,

7 青銅製品 計り 38 2 竿 。外面に目盛りの列点。径1.3cm。重量154.3g. ¥'Il n層

沖縄産
内外面に白化粧＋透朗釉を巣掛け。内底は蛇の目状に釉

8 
施釉隅器

碗 12 6 5.0 55 剥ぎ。昼付にアルミナを塗1寸。内底に目跡あり（アルミナ付 IX u層
着）。素地は灰白色。内外面に呉須で文様あり。

， 石器 砥石 23.3 6.9 6.5 
角柱形で使用により長軸楔状となる。表面、側面に使用

IX 
D層

痕。直量1729.68g.流紋岩。 d005 

s==~---<? ~ 
2
 

〇 10cm 

第90図包含層 (11層）出土遺物
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第 5章 自然科学分析

パリノ・ サーヴェイ株式会社

はじめに

海軍病院建設予定地は、沖縄県宜野湾市に所在し、アメリカ海兵隊普天間航空基地（以下、普天間

基地）内に立地する。普天間基地は、琉球層群からなる更新世の段丘面上に位置する。宜野湾市域で

は、更新世の段丘面が中位段丘上位面（標高 90m以上）、下位面 (SO~90m)、低位段丘上位面 (30

~40m)、下位面(10~ 30m)の4面に区分されている（上原，2000)。

本報告では、海軍病院Vll~IX地区（平成22・23年度調査区）に於いて検出された遺物や遺構を対象に、

遺跡の評価を行う上での情報を得ることを目的に、自然科学分析を実施する。

I . 遺構土壌分析

1 . 試料

分析試料は、 VII地区のSK98、SL2、およびIX地区の SP710の3遺構より採取されている。調査所

見によると、SK98は縄文時代（後 ・晩期相当）、SL2は近世～近代、 SP710はグスク時代と想定され

ている。

試料は、 SK98覆士で地上から約 130cmより採取された焼士 1点、 SL2の前庭部内士坑で、床面直

上の炭化物混じり 10層より採取ざれた士壌、 SL2窯体の硬化面直上より採取ざれた炭化材混じり士

壌、 SL2窯体からブロック状に採取された土壌(No,1)の 3点、およびSP710覆土の 1層よリ採取さ

れた炭化物、 SP710の 2層より採取された土壌の 2点である。

これらの土壌、および土壌より抽出された炭化物を対象に、遺構の年代観を明らかにするために放

射性炭素年代測定3点を、遺構の内容物を明らかにするために微細物分析3点を、古環境を明らか

にするために花粉分析2点、植物珪酸体分析2点を、窯の燃料材を明らかにするために炭化材同定 1点、

灰像分析 1点を、窯の焼成温度を明らかにするために士壌薄片作成鑑定 1点を、それぞれ実施する。

各試料の詳細は、結果と併せて示す。

2. 分析方法

(1)放射性炭素年代測定

分析試料はAMS法で実施する。試料表面の汚れや付着物をピンセット、超音波洗浄などにより物

理的に除去する。次に塩酸や水酸化ナトリウムを用いて、試料内部の汚染物質を化学的に除去する（酸

ーアルカリー酸処理 ：AAA)。その後超純水で中性になるまで洗浄し、乾燥させる。なお、アルカリ

処理は、 0.001M~ 1Mまで濃度を上げ、試料の様子をみながら処理を進める。1Mの水酸化ナ トリ

ウムで処理が可能であった場合は AAAと記す。一方、試料が脆弱で lMの水酸化ナトリウムでは試

料が損耗し、十分な炭素が得られないと判断された場合は、薄い濃度の水酸化ナ トリウムの状態で処

理を終える。その場合はAaAと記す。

精製された試料を燃焼して CO2発生させ、真空ラインで精製する。鉄を触媒とし、水素で還元し

てグラファイトを生成する。処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 1mmの孔にプレスし、測

定試料とする。
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測定はタンデム加速器をベースとした 14(-AMS専用装置を用いて、14(の計数、 13(濃度 (13Cf12C)、

14(濃度{14C/12C)を測定する。AMS測定時に、標準試料とバックグラウンド試料の測定も行う。

o 13(は試料炭素の叱濃度 (13(/12()を測定し、基準試料からのずれを千分偏差(o/oo)で表したもの

である。

放射性炭素の半減期は LIBBYの半減期5,568年を使用する。また、測定年代は 1950年を基点とし

た年代(BP)であり、誤差は標準偏差(OneSigma;68%)に相当する年代である。測定年代の表示方法は、

国際学会での勧告に従う (Stuiverand Polach, 1977)。また、暦年較正用に一桁目まで表した値も記す。

暦年較正に用いるソフトウエアは、 RADIOCARBONCALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.1.0、較正

曲線は lntcall3(Reimer et al.,2013)である。

暦年較正とは、大気中の 14(濃度が一定で半減期が 5,568年として算出された年代値に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14(濃度の変動、及び半減期の違いc4cの半減期

5730士40年）を較正することによって、暦年代に近づける手法である。較正のもとになる直線は暦

時代がわかっている遺物や年輪（年輪は細胞壁のみなので、形成当時の14c年代を反映している）等

を用いて作られており、最新のものは2013年に発表されたlntcal13(Reimeret al.』2013)である。また、

較正年代を求めるソフトウエアはいくつか公開されているが、今回は CALIBを用いる。なお、年代

測定値に関しては、国際的な取り決めにより、測定誤差の大きさによって値を丸めるのが普通である

が(Stuiverand Polach, 1977)、将来的な較正曲線ならびにソフトウエアの更新に伴う再計算ができる

ようにするため、表には丸めない値(1年単位）を記す。また、中央値は、確率分布の面積が二分さ

れる値を年代値に換算したものである。

(2)微細物分析

士壌試料から炭化物や骨貝類等の遺物を可能な限り壊ざずに回収するために、以下の方法を実施

する。

1)水洗前抽出

試を常温乾燥後、肉眼観察で確認された炭化種実や炭化材、骨貝類等の遺物を抽出する。

2)水洗

水を満たした容器に乾燥後の試料を入れ、容器を領けて浮いた炭化物を粒径0.5mmの節に回収す

る。容器内の残士に水を入れて軽く攪拌し、容器を傾けて炭化物を回収する作業を炭化物が浮かなく

なるまで繰り返す (20回程度）。残士を粒径0.5mmの師を通して水洗する。師に回収された炭化物

主体の試料と、0.5mm師水洗後の残土（砂礫主体）を、それぞれ粒径4mm、2mm、1mmの節を通し、

粒径別に常温乾燥させる。

3)抽出

水洗乾燥後、粒径の大きな試料から順に双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセッ トを用いて、同定が

可能な炭化種実や炭化材（主に径2mm以上）、骨貝類等の遺物を抽出する。抽出物は、個数または重量、

一部は最大径を計測し、結果を一覧表で示す。分析残漬は、炭化材主体と砂礫主体に大まかに分け、

粒径別の重量を計測し、結果を一覧表に併記する。分析後は、抽出物と分析残濱を容器に入れて保管

する。

4)種実同定

炭化種実の同定は、現生標本および中山ほか (2010)等を参考に実施し、部位 ・状態別の個数を数

えて、結果を一覧表で示す。分析後は、炭化種実を容器に入れて保管する。

(3)花粉分析

試料約 10gについて、水酸化力りウムによる泥化、箭別、重液（臭化亜鉛，比重2.3)による有機
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物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス （無水酢酸9:濃硫酸 1の混合液）処理

による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理 ・化学的処理を施して花粉を濃集する。残演をグ

リセリンで封入してプレパラー トを作製し、 400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出

現する全ての種類について同定・計数する。同定は、当社保有の現生標本や島倉 (1973)、中村(1980)、

三好ほか(2011)等を参考にする。

(4)植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水 ・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナト リウム，

比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・

乾燥ざせる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラー トを作製する。400倍の光学顕微鏡下

で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以

下、 短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）

を、近藤(2010)の分類を参考に同定し、計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラー ト作成に用いた分析残演最を正確に計量し、乾

士 lgあたりの植物珪酸体含量 （同定した数を乾士 lgあたりの個数に換算）を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、 100個 lg未満は「<100」で表示する。各分類群

の含量は10の位で丸め(100単位にする）、合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。

(5)炭化材同定

試料を自然乾燥させた後、組織の見える割断面を作成する。実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡

を用いて組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標本と比較して種類（分類群）を同定する。

(6)灰像分析

湿重約 Sgの訊料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリ タングステン酸ナ

トリウム，比重2.5)の順に物理 ・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 ・濃集する。検鏡しやすい濃

度に希釈し、カバーガラス上に滴下 ・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラー

トを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、

機動旧胞珪酸体と呼ぶ）、およびこれらを含む珪化組織片を近藤 (2010)の分類を参考に同定し、計数

する。結果は、検出された分類群とその産状の一覧表で示す。

(7)土壌薄片作成鑑定

薄片観察は、試料を 0.03mmの厚さに研磨して薄片にし、顕微鏡下で観察すると、構成する鉱物

の大部分は透光性となリ、鉱物の性質・組織などが観察できるようになるということを利用している。

薄片を作成するために試料をダイヤモンドカッターにより 22x 30 x 15mmの直方体に切断して

薄片用のチップとする。そのチップをプレパラー トに貼り付け、# 1 80~#800 の研磨剤を用いて

研磨機上で厚さ 0.1mm以下まで研磨する。さらに、メノウ板上で#2500の研磨剤を用いて正確に

0.03mmの厚さに調整する。プレパラート上で薄くなった薄膜状の試料の上にカバーガラスを貼 り付

け観察用の薄片とする。薄片は偏光顕微鏡下において観察する。
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3. 結果

(1)放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果を第 11表に、暦年較正結果を第 12表に示す。試料の測定

年代（補正年代）は、 VII地区の SK98焼土が 1,090士208P、VII地区の SL2窯体硬化面直上が 170士

20BP、IX地区のSP7101層が890土 20BPの値を示す。

第 11表 放射性炭素年代測定結果

遺構名 試料名 種類 処理
補正年代 o 13c 

BP (%o) 

VN地区SK98 焼土 炭化物 AaA 1,090土 20 -13.89土0.61

vn地区SL2
窯体

炭化物 AaA 170±20 -10.67士0.67
硬化面直上

IX地区SP710 1層 炭化物 AaA 890土20 -25.23土0.49

1)年代値の算出には、 Libbyの半減期5,568年を使用。

2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差a(測定値の68%が入る範囲）を年代値に換算した値。

4)AAAは酸ーアルカリー酸処理、 AaAはアルカリの濃度を薄くした処理を示す。

第 12表暦年較正結果

試料名
補正年代 暦年較正年代

(BP) 年代値

測定年代

BP 

910土20

Modern 

900土20

布対比

vn地区 (j 
cal AD 900 - cal AD 921 cal BP 1,050 - 1,029 0.347 

cal AD 950 - cal AD 988 cal BP 1,000 - 962 0.653 
SK98 1,091士24

cal AD 893 - cal AD 997 cal BP 1 ,057 - 953 0.981 
焼土 2u 

cal AD 1,006 - cal AD 1,011 cal BP 944 - 939 0.019 
cal AD 1,669 - cal AD 1,683 cal BP 281 - 267 0.170 

a 
cal AD 1,735 - cal AD 1,780 cal BP 215 - 170 0 601 

vn地区
cal AD 1,798 - cal AD 1,805 cal BP 152 - 145 0.091 

cal AD 1.933 - cal AD 1.944 cal BP 17 - 6 0.138 
SL2 

cal AD 1,664 - cal AD 1,694 cal BP 286 - 256 0.184 
窯体 169土22
硬化面

cal AD 1,726 - cal AD 1,813 cal BP 224 - 137 0 605 

直上 2a 
cal AD 1,839 - cal AD 1,841 cal BP 111 - 109 0.003 
cal AD 1,853 - cal AD 1,858 cal BP 97 - 92 0005 
cal AD 1,862 - cal AD 1,866 cal BP 88 - 84 0.005 
cal AD 1,918 - cal AD 1.950+ cal BP 32 - 0 0.197 
cal AD 1,051 - cal AD 1,082 cal BP 899 - 868 0.401 

a 
cal AO 1.128 - cal AO 1.134 cal BP 822 - 816 0.053 

IX地区 cal AD 1,151 - cal AD 1,190 cal BP 799 - 760 0.520 
SP710 891士23 cal AD 1,199 - cal AD 1,202 cal BP 751 - 748 0.026 
1層 cal AD 1,044 - cal AD 1,100 cal BP 906 - 850 0371 

2u cal AD 1,119 - cal AD 1,143 cal BP 831 - 807 0.111 

cal AD 1,146 - cal AD 1,214 cal BP 804 - 736 0.517 

Code No. 

IAAA-152093 

IAAA-152094 

IAAA-152095 

中央値
Code No. 

calAD 
953 

IAAA-152093 

calAD 
IAAA-152094 

1,765 

calAD 

1,144 
IMA-152095 

1)計立には、 RADIOCARBONCALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.1.0(Copyright 1986-2015 M Stuiver and PJ Reimer)を使用。

2)計宮には表に示した丸める前の値を使用している。
3)1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、 1桁
目を丸めていない。

4)統計的に真の値が入る確率は6は68%、2aは95%である。
5)相対比は、 6、2aのそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。
6)中央値は、確率分布図の面積が二分される値を年代値に換算したもの。

測定誤差を 2aとして計算させた結果、 SK98焼土は calAD.893 ,...., 1,011、SL2窯体硬化面直上

はcalAD 1,664,...., 1,950(以降）、SP710の 1層は calAD1,044,...., 1,214である。暦年較正の中央値は

SK98焼土がcalAD953、SL2窯体硬化面直上がcalAD1,765、SP710の 1層がcalAD1,144である。
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(2)微細物分析

結果を第13表に示す。3試料計 3,450g 第 13表微細物分析結果

より、炭化種実4分類群（イネ、コムギ、

イシミカワ近似種、シマキケマン）36個、

炭化材0.2g、巻貝類5個、貝類2個、骨

片 1個が検出された。以下、試料別出士

状況を述べる。

・VII地区のSK98焼士

試料 1,300gより、炭化種実が 35個（栽

培種のコムギの胚乳が 1個、 コムギ？の胚

乳が 1個、草本のイシミカワ近似種の果

実が30個、シマキケマンの種子が 3個）

と、不明炭化物が2個、炭化材が0.1g(最

大7.7mm)検出された。分析残濱は、炭化

分類群・部位

炭化糧実

イネ

コムギ
コムギ？
イシミカワ近似種

シマキケマン

不 明炭化物------- ---
炭化材

$tffi 

熊

片

片

片

形

片

形

片

状

破

破

破

完

破

亮

破

即g
乳

乳

実

子

穎

胚

胚

果

種

>4mm 
4-2mm 

炭化材主体 2-1mm 
1-0.~mm 

脊暉

：：類 E
骨片 破片

"i灌 ー全体 ------------------>石m
4-2mm 
2-1mm 
1-0.5mm 

---~ 翌ISP710 

区

2,!]旦竺

~i:~ 
-(個）• .Ill面

1 - -(園）

29 - -(涸）
1 - -(個I)

2 - -(園）
2 3 -(個）

--- ----------
7.7 6.0 3.1最 大 径(mm)

0.04 0.03 ー乾重(g)

0.05 0.07 0.00屹重(el
0.07 0.09 — 乾璽(g)
0. 1 7 0.36 0.00屹璽liL____ _ 

3 -(個）

2 -(個）
2 -(個）

1 -- -(竪遠登1紐血
1.11 11.14 ー乾重(g)

0.34 6.41 -屹重(g)

1.48 7. 1 0 0.98乾璽(g)

3.79 11.31 1.52 乾重(~)
1 300 1800 350 <•l 

材主体 (2~ 0.5mm)が0.2g、砂礫主体が6.7gを量る。

• VII地区の SL2前庭部内土坑

試料 1,800gより、炭化材が0.lg(最大6.0mm)と、不明炭化物が 3個、巻貝類が5個（完形 3個、

破片 2個）、貝類の破片が2個、骨片が 1個（長径 7.5mm)検出された。分析残漬は、炭化材主体(2

~O.Smm)が0.Sg未満、砂礫主体が 36.0gを塁り、砂礫類は赤みを帯びた焼土が多く、骨貝類の微

細片も含む。

・IX地区の SP7102層

試料350gより、炭化種実が 1個 （栽培種のイネ穎（基部））と、炭化材がO.Olg未満（最大 3.1mm) 

検出された。分析残浩は、炭化材主体(1~ 0.5mm)が0.01g未満、砂礫主体(2,.__, 0.5mm)が2.Sgを

量る。

(3)花粉分析

結果を第 14表に示す。花粉化石産出状況は極めて悪く、

VII地区のSK98焼士からは木本花粉のマツ届とシダ類胞子の

イノモトソウ厩が数個、 IX地区の SP7102層からは不明シダ

類胞子が数個確認されたにとどまる。また、検出ざれた花粉

化石やシダ類胞子の保存状態も悪く、外膜が溶解の影密を受

けている状況であった。

(4)植物珪酸体分析

結果を第 15表に示す。植物珪酸体は検出されるものの、

第 14表花粉分析結果

VII地区 lX地区
SK98 SP710 
焼土 2層

種 類

木本花粉
マツ属

シダ類胞子
イノモドノウ属
他のシダ類胞子

合計
木本花粉
草本花粉
シダ類胞子
合計

5

5

 

2
 

1

0

0

1

 

1

1

 

0

0

2

2

 保存状態が悪く、表面に多数の小孔（溶食痕）が認められる。

VII地区のSK98焼土からは、分類群を特定できない不明がわずかに見られるに過ぎない。含岳も少なく、

土壌 lgあたり 100個未満である。

IX地区の SP7102層では、イネ厩の機動細胞珪酸体、ススキ厩の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体

などが見られる。ただし含量は少なく、約 300個/g程度である。また、珪化組織片として栽培植物

であるイネ厩の籾（穎）に形成される穎珪酸体も確認された。
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(5)炭化材同定

炭化材の大部分は組織が認められず、 第 15表 植物珪酸体分析・灰像分析結果

いわゆる炭質物の状態である。僅かに組

織の残る部分があり、植物由来と思われ

る組織が認められる。認められた組織は

道管と考えられることから、少なくとも

針葉樹ではない。観察した範囲では、軸

方向組織のみで、放射組織は認められな

い。硬く炭化している状況から、木質化

するタケ亜科、ヤシ類等の可能性がある

が、組織配列が認められないため種類は

不明である。

(6)灰像分析

分類群 区
誓

一雌

sK
燒

（個／）

言2層硬化面直ト
イネ科葉部短細胞珪酸体
ススキ属
不朗

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ属
ススキ属
不朗

合計

イネ科葉部短細胞珪酪体

イネ科葉身機動細胞珪酸休

植物珪酸体含量

珪化組織片

イネ属穎珪酸体

キビ連穎珪酸体

イネ属短細胞列

キビ連短細胞列

1)含呈は、 10の位で丸めている(100単位にする）。

2)合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。
3)(100: 100個/g未満。

4)-: 未検出．＊：含有＊＊ ：多い＊＊ ＊：非常に多い。

く100
く100
く100

く100

100 
く100
100 

く100

く100

100 

200 

く100 300 

＊
 

結果を第 15表に併せて示す。VII地区

の SL2窯体の硬化面直上からは、珪化

組織片としてイネ属短細胞列とともに、

キビーヒエーアワの判別がつかないもの

の、これらの籾（穎）に形成される穎珪

酸体に類似した形態のキビ連穎珪酸体、葉部に形成されるキビ連短細胞列も見られる。この中では、

キビ連短細胞列が非常に多く、イネ属短細胞列も多い。

＊

＊

 
＊
 

* * * 

(7)土壌薄片作成鑑定

偏光顕微鏡下において焼成の状況について観察記載を行った。鏡下における量比は、薄片上の観

察面全体に対して、多岳(>50%)、中羅(20~50%)、少量 (5~20%)、微呈(< 5%)およびきわめ

て微量 (<1%)という基準で目視により判定した。代表的な個所については下方ポーラーおよび直交

ポーラー下において写真撮影を行い、写真図版として添付した。以下に鏡下観察結果を述べる。

・VII地区SL2窯体(No.1)

本試料は、極細粒砂～中粒砂サイズの砕屑片を中量含む砂混じり粘土である。鉱物片は中量程度

認められ、石英が主体となっており、斜長石、カリ長石、白雲母、黒雲母、角閃石、緑簾石、ジルコ

ン、炭酸塩鉱物、不透明鉱物などを伴う。岩片がきわめて微量含まれており、チャート、頁岩、脈石

英などが認められる。その他には粒径 1mm以下の酸化鉄結核もきわめて微量認められる。基質は褐

色粘士鉱物、 雲母鉱物、石英、水酸化鉄などから主に構成され、褐色～淡赤褐色を示す。

4. 考察

(1)遺構の年代

各遺構より採取された炭化物について放射性炭素年代測定を実施した結果、 VII地区の SK98焼土が

補正年代で 1,090土 208P、暦年代でcalAD 893~1,011 (中央値 ：calAD 953)、VII地区の SL2窯体硬

化面直上が補正年代で 170土20BP、暦年代でcalAD1,664~ 1,950(以降）（中央値：calAD 1,765)、お

よびIX地区のSP7101層が補正年代で890土20BP、暦年代でcalAD 1,044 ~ 1,214(中央値：calAD 1,144) 

であった。
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調査所見によると、 SL2は近世～近代と想定されており、暦年代も 17世紀後半～現代の値を示す。

また、 SP710はグスク時代と想定されており、こちらも暦年代で 11世紀中頃~13世紀前半を示し、

調査所見を支持する結果といえる。

これに対し、 SK98は暦年代で9世紀末~11世紀前半の値を示したが、調査所見では縄文時代後 ・

晩期相当と推定されておリ、分析結果と差が認められた。この点については、遺構の年代が新しい、

あるいは新しい時代の炭化物が混入したなどの可能性が想定される。

(2)遺構の内容物

VII地区の SK98焼土と、 VII地区の SL2前庭部内土坑、 IX地区のSP7102層の、計3試料を対象とし

た微細物分析の結果、炭化種実、炭化材、巻貝類、骨片などの遺物が検出された。炭化種実のうち栽

培種では、イネ、コムギが確認された。SP710より穎が確認されたイネと、SK9.8より胚乳が確認さ

れたコムギは、当時利用された植物質食糧と示唆され、火を受けたとみなされる。イネ、コムギ等

の炭化穀粒は、本遺跡周辺域に分布する多くのグスク時代以降の遺跡からも確認されている。なお、

SP710の2層からは、イネ属の籾（穎）に形成される穎珪酸体が検出される。前述のように同試料か

らイネの穎が認められることから、検出された穎珪酸体もその一部に由来するものと思われる。

また、検出された巻貝類、骨片などは、 SL2前庭部内土坑に集中する。これらは、何らかの利用を

された後、一箇所に廃棄された可能性がある。

(3)古植生

VII地区のSK98焼土、IX地区の SP71O 2層から検出された植物化石のうち、周辺の古植生を反映す

るものについてみると、花粉化石ではマツ属とシダ類胞子が、植物珪酸体ではススキ属が、種実遺体

ではイシミカワ近似種の果実、シマキケマンの種子が確認された。

マツ属は海岸～山地部まで生育する常緑高木で、沖縄ではリュウキュウマツが一般的である。ススキ

属は林縁林床や道端などに、イシミカワは道端や河原の砂地等に、シマキケマンは海岸の砂泥地等に、

それぞれ生育する草本である。イノモトソウ展は、林内や暗い斜面地などの普通に生育するシダであ

る。よって、これらが調査区周辺域の森林や草地環境に生育していたと考えられる。

(4)窯の燃料材

VII地区の SL2窯体硬化面直上から出土した炭化材は、大部分が組織を持たない炭質物である。そ

の中に、僅かに植物組織を持つ炭化材が含まれており、観察できた組織の特徴等からタケ亜科やヤシ

類等の可能性が考えられる。沖縄本島に分布するタケ亜科と しては、禾昂（竹の幹）が密生して生える

バンブー類に含まれるホウライチク展のホウライチク、生長しても稗鞘が宿存するササ類に含まれる

メダケ属のリュウキュウチクが分布する。また、ヤシ類ではビロウが分布している。この他、海岸付

近に広く生育するアダンもヤシ類に似て、放射組織を持たない。これらの放射組織を持たないが、木

質化する種類が窯内に存在した可能性がある。

一方、灰像分析の結果をみると SL2窯体の硬化面直上からは、珪化組織片としてイネ属短細胞列、

キビ連穎珪酸体、キビ連短細胞列が見られた。この産状からは、イネ属の葉部（いわゆる稲藁）やキ

ビ連の植物体が試料中に混在していたことが推定され、燃料材のひとつとしてこれらの利用が示唆さ

れる。この中ではキビ連短細胞列が非常に多く、イネ属短細胞列も多かったことから、利用されたイ

ネ科草本類の中ではキビ連の植物体が多く、次いで稲藁だった可能性がある。稲藁は、コメの収穫後

に容易に入手できる材料であリ、また古くから燃料材や住居構築材などの生活資材に利用されること

が多い。また、キビ連には栽培種（キビ、ヒエ、アワ）のほか、いわゆる雑草とされるヌカキビ、タ

イヌビエ、エノコログサなども含まれる。いずれも集落周辺に生育し、容易に入手できる。ただし、

これらの植物体は燃焼しやすいものの、火力が弱く 、継続時間も短い。そのため、主たる燃料ではな
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く、薪炭材への焚き付け材などに利用されたと考えられる。

なお、前述のようにキビ連には栽培種が含まれることから、微細物分析などを追加することによリ、

栽培植物利用に関するさらなる情報が得られるかもしれないことを、付け加えておく。

(5)窯の焼成温度

VII地区の SL2窯体 (No.1)は、極細粒砂～中粒砂サイズの砕厨片を中量含む砂混じり粘土であっ

た。基質に分布する酸化鉄結核、水酸化鉄、黒雲母、褐色粘土鉱物は褐色を呈するが、赤みの強い

色調を示している。赤みが増しているこれらの構成物は、すべて鉄分を含んでいることから、赤

みが強くなる現象は、水酸化鉄や、各鉱物中の鉄分が焼成により赤鉄鉱化したことによる変化と

捉えることができる。水酸化鉄は、普通270,.....,325℃程度の焼成を受けると脱水し、赤鉄鉱へ変

化することが知られている（吉木，1959)。 これを考慮すると、本試料も 270,.....,325℃程度の温度

で焼成されたと推測することが可能である。また、赤みを増している部分は、土壌表面から数 cm

の深度まで達している。1,....., 2時間程度の焼成ではここまで深く反応しないことから、一回当た

リの焼成に長い時間を掛けていた可能性が示唆され、窯としての利用を支持する結果といえる。
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1 . イネ穎（基部）(IX地区SP710;2層）

3. コムギ？胚乳(VIl地区SK98;焼土）

5. イシミカワ近似種果実(VIl地区SK98;焼土）

7. マツ属(VIl地区SK98;焼土）

9. 種類不明横断面(VIl地区SL2窯体硬化面直上）

図版49 炭素種実・花粉化石・シダ類胞子・炭化材

， 
2. コムギ胚乳(VIl地区SK98;焼土）

4. イシミカワ近似種果実(VIl地区SK98;焼土）

6. シマキケマン種子(VII地区SK98;焼土）

8. イノモトソウ属(VIl地区SK98;焼土）
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50μm 

1 . 状況（鉱物粒子が散在）(VIl地区SK98;焼土）

2. イネ属穎珪酸体(IX地区SP710;2層）

3. イネ属機動細胞珪酸体(IX地区SP710;2層）

4. ススキ属機動細胞珪酸体(IX地区SP710;2層）

5. ススキ属短細胞珪酸体(IX地区SP710;2層）

6. イネ属短細胞列(Vll地区SL2;窯体硬化面直上）

7. キビ連穎珪酸体(VII地区SL2;窯体硬化面直上）

8. キビ連短細胞珪酸列(VIl地区SL2;窯体硬化面直上）

図版50 植物珪酸体
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VII地区 SL2 窯体 (No.1)

下方ポーラー

IOC: 酸化鉄結核.Qz: 石英.p: 孔隙.Rd: 赤褐色化した基質．

図版51 窯体薄片
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第6章総括

平成22~ 23年度に実施した普天間古集落遺跡の発掘調査は米海軍病院建設に伴うものである。

その成果については前章までにまとめたが、本章では当該遺跡の立地や各時代の遺構・遺物について

再整理を行い、総括とする。

遺跡の社地

普天間古集落遺跡は標高50~ 90mの段丘上に位置し、基盤層の大半は琉球石灰岩層から成る。

この琉球石灰岩の段丘縁には洞穴と湧泉が点在している。本遺跡は標高約 55mの段丘上に展開して

いる。

時代を遡ると、まず縄文時代の後期から晩期にかけて生活空間が形成され、その後 11~ 13世紀

頃のグスク時代に生活空間が形成されるようになる。当該遺跡では埋没谷内黒色層が確認されており、

かつて遺跡一部には谷状の地形があったことが想定されている。この埋没谷内黒色層が堆積した時期

については不明であるが、当該層における植物珪酸体分析ではイネ厩の機動細胞珪酸体がわずかに見

られ、この層位が稲作に関連する層であった可能性が報告されていることから、グスク時代以後の農

耕に関連する堆積層の可能性もある。13世紀前半以後は人々の生活の痕跡は一旦途絶えるが、近世

～近代には普天間古集落の形成とともに、集落の一部は耕作地して利用され、沖縄戦以後は米軍基地

へ接収されていった。

縄文時代

縄文時代の遺構は、 Vll~IX地区の各地区にて士坑が検出ざれている。

土坑は深さ 1m以上掘リ込まれておリ、中には深さが2m以上掘り込まれるものも確認されてい

る。VII地区からは9基、 VIII地区からは3基、 IX地区からは9基が確認されている。遺物を伴うものも

複数確認されており、縄文時代後期～晩期の土器片や石器が出土している。土坑は全体的に点在して

検出ざれておリ、性格については落し穴としての可能性が考えられる。今回、このような土坑の年代

観を明らかにする目的で、 VII地区のSK098の埋土中で検出された焼土片について放射性炭素年代測

定を実施した。その結果、暦年代で9世紀末~11世紀前半の値が得られた。調査所見では、従来の

調査での類例より縄文時代後～晩期相当を想定していたため、年代観に大きな差異が生じた。この結

果について検証すると、 SK098内から採取した焼土片は、地表面より約 110cm下の埋土中で検出さ

れた焼土片である。本遺構の掘り込みは最大 170cm下の岩盤まで達しており、焼土片は遺構内に約

60cm程度埋土が堆積した状態で埋まったものと推察される。その時期が9世紀末~11世紀前半以

降と考えられる。なお、本遺構の埋士中からは、縄文時代晩期相当の士器やくびれ平底を呈する貝塚

後期相当の士器片も 1点出士しており、遺物の出士状況からも後世の遺物が入リ込んでいる様相が

うかがえる。これらの状況を整理すると、本遺構が掘り込まれた時期は9世紀末~11世紀前半より

も古い段階であり、その時期についてはこれまでの類例遺構や出土遺物より縄文時代晩期頃と判断さ

れる。

その他の土坑のうち、 VIII地区で確認されたSK183については、 201点の土器片が出土する等、他

の土坑と比べて土器の出土量が多いという特徴がみられる。エ器は仲原式エ器など、縄文時代晩期を

主体する。土器片を多く伴う遺構としては、これまでに 1地区や II地区にて竪穴状の遺構が確認され

ている (I地区の SK19、II地区の SI1)。ともに縄文時代晩期の宇佐浜式～仲原式土器が出土して

おり、今回確認された SK183と時期的には重なる。今回確認された SK183は、後世の溝に削平を受
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けて詳細は不明であるが、従来確認された竪穴状の遺構との比較検詞が必要であり、今後の課題とす

る。

遺物は土器、石器、石材が出土している。土器は縄文時代後期～晩期の点刻線文系土器、肥厚D縁

系土器、有段・外耳付土器が出土している。縄文時代晩期の宇佐浜式、仲原式土器が主体的となる。

器種は深鉢形と壺形がある。石器の種類は石斧、磨石、砥石などである。また、近世～近代の遺構や

包含層である II層からも士器や磨製石斧などが出士している。

グスク時代

グスク時代の遺構は、 Vll~IX地区で確認されており、｝屈立柱建物跡、ピットがある。掘立柱建物跡

は8棟確認され、母屋（主屋）が4棟、高床倉庫跡が4棟見つかっている。母屋（主屋）には中柱を

有するプランが確認され、高床倉庫跡は6本柱と 9本柱のプランが確認された。掘立柱建物 1~5、

7については長軸が北西ー南東方向、あるいは東西方向を向き、掘立柱建物6、8については長軸が

北東ー南西方向を向いている。これらのうち、仲宗根氏によって提唱された「吹出原型掘立柱建物」

（仲宗根 2003)の建物配四が見出せるものが複数確認され、掘立柱建物跡1及び2と、掘立柱建物跡

4及び5についてセット関係が想定される。掘立柱建物跡 1が母屋（主屋）、掘立柱建物跡2が付随

建物（高床倉庫跡）、双方の建物間の距離は約 14.Sm、そして掘立柱建物跡4が母屋（主屋）、オ屈立柱

建物跡5が付随建物（高床倉庫跡）、双方の建物間の距離は約 15mである。この他、 9本柱の｝屈立柱

建物跡6は、普天間古集落遺跡では初めて確認された。前回までの調査では、 4本柱及び6本柱が確

認されていたが、今回の調査によって9本柱のプランも存在することが判明した。

建物の時期については、掘立柱建物跡1~3からグスク土器の胴部片が出土している。中でも掘立

柱建物跡3のSP052からは口縁部に縦耳をもつ鍋形のグスク土器が出土している（第 33図3)。ま

た、掘立柱建物跡4の中柱にあたる SP710内の炭化物について放射性炭素年代測定を実施した結果、

補正年代で890士20BP、暦年代で calADl,044~ 1,214と11世紀中頃~13世紀前半の値が得られ

ている。

その他、同柱穴内からはイネ、コムギの炭化種実が確認されており、本地域においても器莉が営

まれていたことが示唆される。

また、遺物はグスク土器、縄文土器、滑石混入土器、中国産白磁、カムイヤキなどが出土している。

土器はグスク土器と繍文土器が混在する状況がみられる。グスク土器は、滑石製石鍋模倣土器を主体

とし、滑石混入土器もみられる。中でも、 Ill層（包含層）から出土した第35図 1の鍋形の土器は、

D縁部形態がくの字状に強く屈曲しており、また胎土に金雲母が混入しているなど、他のグスク土器

とは異なる特徴がみられる。中国産白磁は、年代の指標となる白磁玉縁碗 (11~ 12世紀代）が主体

となっている。カムイヤキは壺が出土している。遺構内とグスク時代の包含層であるIll層から出土す

る他、近世～近代の遺構や包含層の II尼からもグスク時代相当の遺物が出土している。

以上、グスク時代の遺構については出土した遺物や遺構の埋土中から抽出された炭化物について放

射性炭素年代測定結果を踏まえると、 11世紀中頃~13世紀前半と考えることができる。

近世～近代

近世～近代の遺構は、ピット、土坑、方形石組遺構、井戸、溝跡、道跡、炉跡、窯跡、地下壕等様々

な遺構が検出されている。当該時期の遺構が最も多く、本遺跡における主体をなしている。前回まで

の報告で当該時期における屋敷地や畑等の区画として 25の区画を想定したが、今回報告するVlll~IX

地区の調査においても、これらの区画をなす溝跡と軸が同じ方向に伸びるものが複数確認され、従来
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の区画と連結する形で新たに9つの区画を想定することができた。その結果、 I ~IX地区全体で想定

される区画の数は 34となった（第 12図）。

ピットは数多く検出され、屋敷跡に闊係するピットもあると考えられるが、明確な建物プランを把

握できたのは、IX地区で確認された3棟（建物9~11)とVIII地区で確認された 1棟（建物 12)である。

建物9は15-K6グリッド、建物10、11は15-J-K7グリッド、建物12は15-H5グリッドに位阿する。

いずれも方形のプランで、 4本柱の建物である。長軸は北東ー南西方向を向く。建物9~11は区画

33内、建物 12は区画34内で検出されたが、区画の軸とほぼ同じ向きであることより、これらは区

画に伴う建物であることが想定される。

土坑は掘方が方形状を呈するもの、擢鉢状を呈するもの、段を持つもの、オーバーハングして掘り

込むもの等が確認された。掘方が方形状を呈するものが多い傾向にある。中には溝内に掘り込まれた

土坑も多い。これらの土坑は様々な用途が推測できるが、柱の抜け跡と考えられるもの、何らかの作

業に使用するための水を溜める溜池跡等々が考えられる。このうち、溜池跡と考えられる遺構には、

地山を方形状に掘り込み、海浜のサンゴ砂利と樹液を混ぜ固めて造った桝状の遺構（サントウ技法と

称される）がある。セメントが普及する以前の技法とされる。このサントウ技法と類似する遺構に、

VII地区の 15-Kl1グリッドで確認された SK170は、 15~ 35cm大の石灰岩を壁面に配四し、その表

面にサントウ技法と似た素材を施している。しかし、サントウ技法はサンゴ砂利と樹液を混ぜている

が、本遺構ではサンゴ砂利が混じつていない点で異なっている。石組とサン トウ技法と同様の技術を

用いたこれまで確認されていないタイプの士坑といえる。

また、土抗の中には近現代の本土産陶磁器の碗・皿類や沖縄産陶器の壺、播鉢、急須等がまとまっ

て出土したものが複数見つかった (VII地区 15-J11グリッドの SK204、IX地区 15-M7グリッドの

SX033)。同様な状況は、喜友名貝塚 ・喜友名グスクで確認されており、出土状況より戦時中の避難

時に家財道具を埋めたものと考えられている。本調査で確認された遺構も、戦時中に家財道具を隠し

たものと考えられる。興味深いのが、碗・皿類はいずれも近現代の本土産陶磁器（型紙絵付け ・銅版

転写 ・吹き絵・ゴム版）で、同じ種類の製品が複数枚揃いでみられる。このうち、戦時中に生産され

たことを示す統制番号が入った資料は図版36の 141と図版47の58がみられるだけで藷は少ない。

沖縄産陶器は急須や壺類がみられる。これらの陶磁器類の組み合わせからは、当時の食器構成や食生

活の一端が窺えるようである。

方形石組遺橘は、これまでの調査で確認された方形石組遺構と共通した造りものが確認された。

20 ~ 60cm大の石灰岩の切石を四方に配巴し、床面は地山直上に拳大の小礫を敷き、その上にモル

タル （又はセメント）を施して構築している。壁面の切石の表面にもモルタルを塗布し、目張りして

いる。

井戸は 10基 (VII地区 1基、 VIII地区4基、 IX地区5基）確認された。井戸の直径は 75~ 90cmの

ものがほとんどで、構築方法は、地山を逆ハの字状又はほぼ垂直に掘り込み、切石を岩盤直上からハ

の字状に相方積みで積んでいる。切石は 25~ 40cm大と大きい切石を使用するものと、 15~ 25cm 

大の切石を使用するもの (IX地区 15-M・N8グリッドの SE002、同 15-L7・8グリッドの SEOOS)

がみられ、大きい切石を使用する井戸は隙間がみえる等、粗く積まれたものが多く、小さい切石を使

用する井戸は、面の加工や積み方が丁寧な造りというイ頃向がみられた。この違いは構築年代の差なの

か、使用場所あるいは使用目的が異なるのか、検討を要する。造りが丁寧な井戸の天端付近には石敷

遺構が残存していたことを付記する。

溝跡は、前回同様に屋敷の区画と考えられるものと、排水として使用されたと考えられるものが確

認された。これまで、溝内に土坑が掘リ込まれているものや、拳大～頭大の石灰岩の礫を詰めてい
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るものについては排水等の使用を想定したが、区画としての機能を持つ溝内にも s~15cm大の石灰

岩礫を意図的に芭いたと考えられるような状況が確認された (IX地区区画 33の 5D062、069、070・

071)。

道跡は、 I・ II地区（平成20年度の調査）にて確認された道 1の続きがIX地区の6地点で検出さ

れた (SD047)他、 4地区 （平成21年度の調査）にて確認された道3の続きがVIII地区の3、5地点

で検出された (SDOlO・019)。

窯跡は7基 (VII地区6甚、IX地区 1基）確認ざれ、中でもVII地区では5基が隣接して見つかっている。

ここでは①平面形、 ②法畠、③構造、 ④分布に着目して整理する。まず①平面形については、燃焼部

は円形又は楕円形、灰原部分は方形状又は不定形状を呈する。②法量については、 VII地区で確認され

た5基については、全長が4.5~ 5.7m、燃焼部の直径が 1~ 1.3mとなるのに対し、 IX地区の SLOOl

(15-N 8グリッド）は全長 1.8m、燃焼部の直径 1.4X 1.25mと小型である。③構造については、 VII

地区 SL002、SX004・006は燃焼部に石灰岩を巡らせる。また、SL002の灰原部分は 5~20cm大の

石灰岩礫を壁面の傾斜に沿って配箇している。その他、 VII地区SL001・SX007とSX004・006につい

ては、周囲を囲い込むようにピットが存在することよリ、覆屋が存在した可能性も考えられる。④分

布をみると、 VII地区のSLOOl・SX007、SL002、SX004・006の3基は区画29内で検出され、それぞ

れ隣接する。また、同地区の SL003(旧）と（新）及び、SX021の3基は区画 30内での検出である。

また、 IX地区のSL001は5地点 1SN-8グリッドでの検出である。このように複数の窯が隣接してい

る特徴があり、これらの窯跡は普天間古集落遺跡の北西側で多く検出されていることが特徴として挙

げられる。遺構の年代については、 VII地区 SL002内から採取された炭化材について放射性炭素年代

測定を実施した結果、補正年代で 170士20BP、暦年代でcalADl,664~ 1,950と 17世紀後半から現

代の値が得られている。また、機能としては製糖に関係する遺構の可能性を考えている。

今回の調査では、地下壕と考えられる遺構も確認された。VIII地区の SX022(15-H 3グリッド）は、

北西方向に2つの壕口が設けられ、内部へ向かっては階段状に下がっていく。壊口部の通路幅は 70

~80cm、内部は北東方向へ4.Sm、幅が 1.4mの空間が掘り込まれている。

各逍構の年代については、これまでの調査成果 （沖縄県立埋蔵文化財センター 2015a、201Sb)で

は 17世紀後半から現代に至る年代のうち、主体は 18世紀以降という年代観を提示した。今回の調

査で確認された遺構についても同様の年代観を捉えている。 参考までに、 VI I地区 SL002(15— 1 13 グリッ

ド）の燃焼部硬化面（床面）直上で採取された炭化物について放射性炭素年代測定を実施した結果、

それぞれ較正された暦年で 17世紀後半から現代という値が示されていることからも、これまでの調

査で確認された遺構と年代観に差異はない。

確認された各遺構の分布状況をみると、区画によって遺構が多く集中する箇所と遺構が少ない箇所

があるものの、 VII・VIII・IX地区ともに多くの遺構が確認ざれた。昭和 20年に撮影された航空写真に

調査区を重ねると、集落の広がる箇所や耕作地に調査区がまたがっており、遺構密度の高い箇所は集

落、遺構密度の低い箇所は耕作地が広がっており、遺構の出方と概ね一致している（図版53)。ただ

し、 IX地区で確認された区画33に注目すると、昭和 20年の航空写真では耕作地が広がっているが、

発掘調査では、建物跡が3棟の他、ピット、土抗、方形石組遺構等が多くの遺構が見つかっている。

出土遺物をみても、区画の中でも多くの遺物が出土している （第 16表）。これらのことより、当初

は人々の居住域であった時期があり、その後戦前まで耕作地へと利用形態が変化したことが考えられ

る。そこで居住域であった時期について出士遺物から考察する。溝跡以外の区画33内の遺構 (SK・

SP・SX)出土の遺物をみると、沖縄産施釉陶器や沖縄産無釉陶器が主体を占めている。本土産近現

代陶磁器は僅かに数点がみられるのみである。その他、中国産陶磁器は徳化窯の白磁や染付がある。
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沖縄産施釉陶器について詳細をみていくと、碗が最も多く、中でも灰釉碗が202点、黒釉碗が 34点、

白化粧の上から透明釉を施す碗が 10点と、灰釉碗が主体を占めるのが特徴である。灰釉碗は沖縄で

最初に生産された施釉陶器の一つとされ、その製作年代については、同時期にみられる中国産染付の

年代や窯詰技法等の比較により、 17世紀前半を上限とする見解や、 17世紀後半~18世紀前半とす

る見解、 17世紀後半~18世紀後半とする見解が示されている。区画33内の遺構出土遺物はその灰

釉碗を主体とし、徳化窯産の白磁や染付が共伴することよリ、古くは 17世紀後半~19世紀にかけ

て区画33は居住城として使用されていたものと考える。その後は耕作地として戦前まで利用された。

区画33内の遺構のうち、 100点を越える遺物が出士した SK398とSK433(ともに 15-K7グリッド）

における遺物の内訳をみても（第20表）、灰釉碗が主体で、その他中国産陶磁器の徳化窯製品や宜

興窯製品、本土産陶器（薩摩）が共伴している。他の区画では、沖縄産施釉陶器碗でも、白化粧の上

から透明釉を施す製品が主体であリ、区画によって、灰釉碗の出土状況に差がみられる。灰釉碗が主

体である区画 33は普天間古集落遺跡の中でも古期の様相を示すと考えられ、注目される。

当該時期の遺物については、沖縄産陶器を中心に、本土産陶磁器、中国産陶磁器、金属製品、瓦等

が出士しており、近世後期～近代の遺物が主体である。陶磁器の中で最も多くみられた沖縄産は碗、

皿鉢、福鉢、瓶、急須、鍋、壺、甕、火炉等の多種多様な製品があり、本土産陶磁器は瀬戸 ・美濃

産、関西系、常滑産、肥前産、薩摩産などの製品が得られている。瀬戸 ・美濃産の碗 ・皿類は、近現

代の磁器が主体であり、それぞれ間いの製品が多い。これらの製品には経済統制下に生産されたこと

を示す統制番号が記された裂品はほとんどみられないという特徴がある。その他、特徴的な事項とし

ては、先の報告で、那覇市湧田占窯跡を中心に焼成されたことが考えられる資料で、 17世紀前半に

位置づけられる初期沖縄産無釉陶器がほとんどみられないことを触れたが、今調査では、 Vll~IX地

区で確認ざれ、中でもIX地区では 150点ほど出土した。IX地区では古期の様相が窺える区画33があ

リ、同区画内の遺構からも初期沖縄産無釉陶器が出土している。また、本土産陶磁器では、 18世紀

第2四半期頃から出現し、 18世紀後半以降流行するとされる肥前産の蛇の目凹型高台皿がみられる

他、 19世紀代と考えられる薩摩産の小碗等がみられる。中国産陶磁器では、 17世紀後半~18世紀

代の福建・広東系の碗もみられるが、主体は 18世紀後半~19世紀と考えられる徳化窯製品である。

その他、注目される遺物に、第92図2の白磁の壺がある。いわゆる安平壺と称される 17世紀代を

中心とする中国産の壺で、首里城などで出土例がみられる。安平壺は普天間古集落遺跡で今回初めて

出土した。中部地城の集落遺跡における出土事例は珍しく、今後、安平壺の出土地がどのような広が

リをみせるのか興味深い。その他、 VII地区SK091 (15-H13グリッド）内から見つかった印部石（ハ

ル石）が注目される。印部石は 1737~ 50年に琉球王府が沖縄島と周辺離島（宮古 ・八重山諸島は

除く）を検地した際、測量の図根点である「印箭吐全」に建てられた石碑で、碑面には土手の所在す
はるな一

る原名と順序を示す記号が彫られる。かつては 1間切に 200~ 300ほど設置されましたが、 1899~ 

1903年の土地整理によりほとんどが消失している。この石碑は細粒砂岩（方言名ニービヌフ.=)製で、
いしかわばる

碑面には「け いしきや原」と彫られていることより、調査地の原名である「石川原」の印部石と考

えられる。今回、見つかった印部石は廃棄土坑からの出土で原位四は不明であるが、近世の宜野湾間

切を見守ってきた貴重な資料である。

まとめ

以上、 平成22~23年度調査における成果を時代別に整理した。今回の調査によって、縄文時代、

グスク時代、近世～近代の遺構及び遺物が確認された。縄文時代は縄文時代後期～晩期にかけての遺

構や遺物が局地的に確認された。今回は竪穴遺構を確認することができなかったが、落とし穴状の遺
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構の検出数がさらに増えた。今後はこれまで確認されている竪穴遺構や落とし穴状の遺構との位置関

係や遺構出士の遺物との関係性を分析することで、本地域における縄文時代後期～晩期頃の様相につ

いて明らかにしていきたい。

グスク時代は 11世紀中~13世紀前半頃の母屋 （主屋）と付随建物 （高床倉庫）の建物配囲を把

握することができた。従来、吹出原遺跡やウガンヒラー北方遺跡など、沖縄本島中部西海岸地域でみ

られる 12~ 13世紀頃の集落遺跡と共通する様相が本地域でも確認することができた。

近世～近代は普天間古集落遺跡に関する遺構が多く確認された他、地下壕や戦時中の避難に伴う

遺構も見つかった。特に普天間古集落に閾わる区画については、古期の様相を示す箇所がみられる等、

普天間古集落遺跡における土地利用の変遷の一端を窺い知ることができた。

最後に、今回の報告では自然遺物については触れることができなかった。自然遺物を分析すること

で、近世～近代の動物利用 （食糧や家畜の存在等）の様相を窺い知ることができ、当時の生業を復元

する上でも重要となる。今後の課題としたい。
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第 16表遺物出土状況

\l •\l•L~It! 区

縄 グ 包 区 区 区 区 区 区 区 区 区 近 包

文 ス i 蘊 顧 藝 嗣 Iii 鶴 薗 薗 !iii ゃ : 遺 ク 合
溝 26 27 28 29 30 31 32 33 34 近 ti 

Ill 代 u 
雇 の 雇

遺
構

青磁 2 I I 1 18 8 31 

白ill 2 17 5 4 to I ， 12 2 Ill 38 211 

白磁？ I I 

染付 2 32 24 13 24 I 13 ， 39 II 況7 105 660 

中 青磁染付 I I 

国 染付？ I I 
直

色絵 I I 2 I 6 2 13 

三彩 I I 

瑠璃軸 I I 4 2 8 

需輪膚岱 2 l 2 8 13 

褐輪潟器 l 4 I 1 I 3 5 84 14 114 

クイ湮褐軸閾器 I I I I 4 4 12 

東膚アジア衰陶若 I I 

東南アジア産褐軸1111器 I I 

褐軸隕器 I I 

翡霰輪 I I 

染付 7 I 2 2 4 2 2 28 4 52 

色絵 I I I 3 
本

胄器 6 7 4 I 1 3 I 13 I 78 18 133 
士
産 近代陶給 4 19 8 7 2 4 3 37 23 107 

磁器 5 12 24 I 2 4 2 44 ， 103 

近現代磁器 223 318 190 153 16 141 66 53 300 1538 4的 3503 
沖縄壷施紬瀾笞 450 652 715 573 ， 337 260 673 599 5185 1668 11121 

沖縄彦熊釉冑器 396 422 383 633 17 319 169 541 320 4866 1136 9202 

カムイヤキ 3 5 I 2 2 5 I 45 16 80 

廣質土器 75 

＂ 
113 109 4 28 78 214 96 1136 270 2197 

瓦質土器 3 2 I 5 I 13 5 30 

＋舷 398 149 177 38 28 5 5 1 6 34 78 130 49 1098 

衰趣不明 4 2 I 21 ， 37 

石器 15 5 2 6 2 2 I 8 7 6 41 8 103 
石醤'? 3 1 7 II 

石製品 5 2 4 4 I 2 49 6 13 
石製品？ 3 I 6 I II 

滑石製品 I I 

骨製品 3 3 

木製品 2 2 

貝 1 I 

貝製品 3 3 

円盤状製品 3 2 2 1 16 6 57 3 90 

煙管 I l 3 4 13 3 25 

銭貨 I 2 I l 13 2 20 

コイン 2 5 3 10 

青鋼製品 3 4 2 I 2 3 I 2 49 4 71 

鉄製品 ， 23 7 l4 4 IO 6 13 ， 163 70 328 
金属製品 l I 5 2 ， 
明開系瓦 48 110 40 64 25 19 48 71 2$3 2525 396 3599 

碍 I I 

煉瓦 4 4 

玉製品 I I 

ガラス製品 5 13 4 5 I 7 49 4 88 
プラスチック製品 3 I I 13 18 
万年箪 1 I 

漆製品 I I 2 

漆片 l I 

漆喰 3 I 4 

石材 86 ， 22 10 8 5 3 IO 23 12 145 41 374 

石材？

゜碍 4 4 8 

焼土 153 16 

＂ 
8 8 11 8 5 8 6 63 II 514 121 1006 

炭 4 2 2 3 3 I l 15 ， 6 114 7 167 

木片 I I 2 I 7 I 13 
タイル

＇ 
l 5 4 II 

軽石 I I 

石けん箱 I I 

アルミ製品 I 2 3 

ジェラルミン製品 I I 2 

ゴム製品 I I 

餃滓 5 5 

その他 3 2 1 19 25 

不明 2 1 I 5 8 2 68 7 94 

合計 657 193 278 1369 1761 1557 1632 88 905 709 1825 1142 17639 4572 34927 
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た。今回の発掘調査によって、当時の生活の様相や、土地利用の実態等を考える上でも諏要な成果
が得られた。
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